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Ŧ ǡ Ǜ  

がんや循環器病などの「生活習慣病」が増加したことを背景に、国は 21 世紀における国民健

康づくり運動として「健康日本 21」を平成 12年度に提唱し、国民の健康寿命の延伸及び生活の

質の向上を目的として、健康を増進し生活の改善、病気を予防する「一次予防」を重視した取り組

みが行われてきました。 

その後、少⼦化・⾼齢化の進展、総⼈⼝・⽣産年齢⼈⼝の減少、独居世帯の増加に起因する問

題を見据え、「全ての国⺠が健やかで⼼豊かに⽣活できる持続可能な社会の実現」をビジョンに

掲げる、令和６年度～令和 17 年度までの「21 世紀における第三次国民健康づくり運動(健康日

本 21(第三次))」を策定しました。 

また、県においても、令和６年度に「第 4 次静岡県健康増進計画」を策定し、「すべての県民が

健やかで心豊かに生活できる持続可能な社会の実現」をビジョンとして掲げ、県民の健康づくりを

推進しています。 

本計画は国の「健康日本 21(第三次)」を踏まえ、本町の特徴や町民の健康課題を明らかにし

た上で、行政や関係機関団体、町民など町全体で健康づくりを支援し、町民一人ひとりが主体的

に健康づくりに励むことを目的に策定するもので、令和３年３月に策定した「松崎町第４期健康増

進計画」が終了することから、これまでの取り組みの評価をするとともに課題を整理し、社会情勢

に合わせた「松崎町第５期健康増進計画」を策定します。 

 

ŧ ǡ ∞ ǘǄ 

本計画は、健康増進法第８条第２項に基づく「市町村健康増進計画」であるとともに、食育基本

法第 18 条第１項に基づく「市町村食育推進計画」及び、本町の松崎町歯科口腔保健の推進に

関する条例第６条に基づく「歯科口腔保健計画」とします。また、町の最上位計画である「第６次松

崎町総合計画」の部門計画として位置づけます。 

本計画は、国の「健康日本 21（第三次）」、県の「第４次静岡県健康増進計画」、松崎町の「第

６次松崎町総合計画」をはじめ、他の関連計画との整合性を図りながら策定を行いました。 
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Ũ ǡ  

本計画は令和８（2026）年度を初年度とし、令和 12（2030）年度までの５か年計画とします。 

また、国や県の動向や社会状況、本町を取り巻く環境の変化なども踏まえ、必要に応じて計画の見

直しを行います。 
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ũ ǡ  

（１）策定体制 

本計画を策定するにあたり、健康・医療・保健・食育に関係する団体の代表で組織する「松崎町

保健対策推進協議会」にて計画の検討を行いました。 

 

（２）アンケート調査の実施 

本計画の策定に先立ち、町民の健康に関する意識や健康課題を把握し、計画見直しの基礎資

料とするため、町内在住の 18歳以上の 1,000人を対象にした｢松崎町健康・食生活等に関する

アンケート調査」を実施しました。 

 

（３）団体ヒアリングの実施 

地域団体や関係機関に分野ごとの健康づくりに関する現状や課題等についてヒアリングを行い

ました。 

 

（４）パブリックコメントの実施 

本計画に対する町民の意見を広く聴取するために、計画素案を公開し、意見を聴取するパブリ

ックコメントを実施しました。寄せられた意見を考慮して最終的な計画案の取りまとめを行いました。 
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Ŧ ǡ  

本町の総人口は減少傾向が続いており、令和６年10月１日時点で5,676人となっています。

年齢３区分別人口構成比は、年少人口は 6.3％、生産年齢人口は 43.1％、高齢者人口は

50.7％となっています。年少人口、生産年齢人口、高齢者人口ともに減少傾向にあり、高齢化率

は上昇傾向にあります。 
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令和６年 10月１日時点の人口ピラミッドでは、男性は「70～74歳」302人が最も多く、女性

は「75～79歳」326人が最も多くなっています。 
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本町の出生率は、静岡県の平均や全国の平均を下回って推移しています。 
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本町の死亡率は、静岡県の平均や全国の平均を上回って推移しています。 
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本町の要支援・要介護認定者数において、令和６年の第１号要介護認定者数は令和２年の第

１号要介護認定者数と比較して減少しています。また、介護度別にみると、令和６年は要介護１が

23.7％と要介護認定の中で占める割合が最も高くなっています。 

本町の令和６年の１号要介護認定率は 18.4％で静岡県の認定率を上回っていますが、全国

の認定率よりも下回っています。 

 

 

Ŭ¥ ⱱ¤  

  Ӵ̬ ̉ᴇ ₴ ̉ᴇ ₴ ̉ᴇ ₴ ̉ᴇ ₴ ̉ᴇ ₴ 

ֵ ͪ  ˲ 3,047 3,030 2,982 2,940 2,871 

   ˲ 39 62 65 82 75 

  ˲ 68 68 61 63 74 

 ˺  ˲ 109 119 114 119 125 

 ˺  ˲ 136 127 108 90 92 

 ˺  ˲ 104 87 73 66 65 

 ˺  ˲ 59 61 55 57 57 

 ˺  ˲ 50 48 45 46 39 

ֵ ˺ ὑ  ˲ 565 572 521 523 527 
 

ֵ ˺ ὑ   18.5 18.9 17.5 17.8 18.4 

῎ ὑ   16.3 16.6 16.8 17.0 17.4 

Ћᶮ ὑ   18.6 18.8 19.1 19.3 19.7 

¥ È Ů É 

 

 

ŭ¥ ⱱ¤  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

¥ È Ů É 

6.9 10.8 12.5 15.7 14.2

12.0
11.9 11.7

12.0 14.0

19.3
20.8 21.9

22.8 23.7

24.1
22.2 20.7 17.2 17.5

18.4 15.2 14.0 12.6 12.3

10.4 10.7 10.6 10.9 10.8

8.8 8.4 8.6 8.8 7.4

0

50

100

̉ᴇ ₴ ̉ᴇ ₴ ̉ᴇ ₴ ̉ᴇ ₴ ̉ᴇ ₴

˺ ˺ ˺ ˺ ˺



7 

ŧ ¤ȋɜȚºȱ ƾǼǲǾוֹ  

ÈŦÉ ⅓  

本町の高血圧有病者率は、男性女性ともに静岡県の平均を上回って推移しており、高血圧

症予備群率も、男性女性ともに静岡県の平均を上回って推移しています。 
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高血圧症になる原因と思うものは、「塩分の摂り過ぎ」が 84.1％と最も多くなっています。 

一日の塩分摂取の目標量を知っているかは、「知っている」が 40.3％となっています。 

 

11¥ ⅓ ǞǝǾ ╣Ǜ ƹǵǡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

¥ ¤ Ǟ ǌǾȋɜȚºȱ È ū 11 12 É 

 

 

12¥╗ ǡꜞ ǡ ȅ ǖǙƷǾƾ 
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35.3 61.7 2.9n=447

0% 50% 100%

Ƕǋ ǋǋǏ ᶥ

70.0 27.3 2.7n=447

0% 50% 100%

Ƕǋ ǋǋǏ ᶥ

毎日野菜料理をたっぷり食べているかは、「はい」が 35.3％となっています。 

食生活において、減塩を心がけているかは、「はい」が 70.0％となっています。 

 

13¥ ȅǒǖǪǽ ǬǙƷǾƾ 
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減塩を心がけている人も心がけていない人も、野菜をたっぷり食べている人の割合は食べて

いない人の割合に比べて低くなっています。 

 

15¥ ꜞǛ ǡ  
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本町の特定健康診査受診率は、令和５年度の受診率は令和元年度の受診率と比較して減

少しており、静岡県の平均や全国の平均よりも下回っています。 

 

16¥ ǡ ┌ 
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ÈŧÉ ƿȆ 

本町のがん検診受診率において、令和６年度の乳がん検診受診率は令和２年度と比較して

減少しており、令和６年度の胃がん、肺がん、大腸がん、子宮頸がんの検診受診率は令和２年

度と比較して増加しています。 
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ÈŨÉ  

本町の糖尿病有病者率は、平成 30 年度の男性が 10.2％、女性が 6.5％でしたが、令和４

年度は男性が 13.4％、女性が 7.1％と増加しています。男性女性ともに静岡県の平均はおお

むね同じですが、令和３年度の男性は他の年と比較して上回っています。 

 

18¥ ǡ ┌ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

¥ ם ¤ Ǟ Ǿ ȰºȨ  

 

 

糖尿病になる原因と思うものは、「糖分の摂り過ぎ」が 80.5％と最も多くなっています。 
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ÈũÉ │  

本町の脂質異常症有病者率は、男性女性ともに静岡県の平均を上回って推移しています。 
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ÈŪÉ ɊȨɅɓȬȘȠɜȲɖºɉ 

本町のメタボリックシンドローム該当者率は、男性が静岡県の平均を上回って推移しています。 

また、メタボリックシンドローム予備群率は、男性女性ともに静岡県の平均を上回って推移し

ています。 
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ÈūÉ  

本町の脳血管疾患による死亡率は、令和５年が 238.3 人と、静岡県の 109.7 人や全国の

86.3人よりも大幅に多くなっています。 

本町の心疾患（高血圧症を除く）による死亡率は、令和５年が374.5人と、静岡県の190.0

人や全国の 190.7人よりも大幅に多くなっています。 
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ÈŬÉ  

本町の熱中症による救急搬送件数は、令和３年から増加傾向にあります。 
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ÈŭÉ ♁ ¤ ¤ ╔ 

令和６年度の児童生徒の朝食摂取状況では、小学生の「食べる日の方が多い」25.0％に対

し、中学生は 11.1％と小学生と比較して低くなっています。また、小学生は「毎日食べる」

70.8％、中学生は 81.5％となっているのに対し、小学生の「ほとんど食べない」は 4.2％、中学

生は 0.0％となっています。 

本町の児童・生徒の肥満の状況では、小学生中学生ともに静岡県の平均を上回っています

が、減少傾向にあります。 
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主食・主菜・副菜の組み合わせを１日２回以上食べる人の割合では、令和２年は「ほとんど毎

日」56.9％に対し、令和６年は 72.5％と令和２年と比較して増加しています。 

成人の朝食摂取状況は、どの年代も「ほとんど毎日」が最も多く、中でも 65 歳以上は

95.0％と他の年代よりも多くなっています。 

 

30¥ ¤ ¤ ǡ ǲ ȂǎȅŦ ŧ ∙ ǬǾ ǡ  
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本町の成人の肥満率は、男性女性ともに静岡県の平均を上回って推移しています。 

「食育」への関心は、男性は「関心がある」30.7％に対し、女性は 56.2％と男性と比較して

高くなっています。 
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ÈŮÉ ¤◖  

歩行または同等の身体活動を１日１時間以上実施している人の割合は、男性が静岡県の平

均を上回って推移しています。 

松崎町健康・食生活等に関するアンケート調査では、健康を意識した運動は、男性女性とも

に「していない」が多くなっています。 
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松崎町小学５年生の体育以外での一週間の運動時間は、男子女子ともに静岡県の平均を

上回って推移しています。 
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１日の歩数では、「4000歩未満」15.9％が最も多くなっています。 
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È10É ¤ǆǆȀǡ ¤  

睡眠で休養が十分とれている人の状況は、令和３年度の男性は 70.6％でしたが、令和 4年

度は 63.3％と減少しています。 

松崎町健康・食生活等に関するアンケート調査では、どの年代でも「とれている」が最も多く

なっています。 
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ストレスの相談相手は、「夫・妻」39.6％が最も多く、次に「友人・知人」35.3％が多くなって

います。 
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楽しみや生きがいのある生活は、どの年代も「している」が最も多くなっています。 
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È11É ⱶ¤╦  

本町の習慣的喫煙者率は、平成 30 年度から令和４年度まで男性女性ともに静岡県の平均

を下回って推移していますが、増加傾向にあります。 

 

42¥ ⱶ ǡ ┌ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

¥ ם ¤ Ǟ Ǿ ȰºȨ  

 

 

現在、喫煙している人は、女性は「吸う」5.8％に対し、男性は18.7％と女性と比較して高くな

っています。 
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お酒を毎日飲む頻度は、男性が静岡県の平均を上回って推移しています。 

また、女性は令和３年度からは静岡県の平均を上回っています。 
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飲酒頻度は、男性は「ほぼ毎日」36.7％が最も多く、女性は「飲まない（飲めない）」50.7％

が最も多くなっています。 
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お酒を飲む日の１日あたりの飲酒量は、男性は「１合以上２合未満」43.4％が最も多く、女性

は「１合未満」48.5％が最も多くなっています。 
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妊婦の喫煙者数は、令和元年度と令和４年度に１人となっています。 
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妊婦の飲酒者数は 0 人で推移しており、令和元年度と令和５年度の「やめた」を比較すると

減少しています。 
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È12É ¤  

本町の１歳６か月児のむし歯有病者率は令和元年度から令和４年度まで 0.0％で推移して

います。  
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本町の３歳児のむし歯有病者率は、令和４年度の有病者率が令和元年度の有病者率と比較

して増加しており、賀茂健康福祉センター管内の平均や静岡県の平均を上回っています。 
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本町の５歳児のむし歯有病者率は、令和５年度の有病者率は令和元年度の有病者率と比較

して減少しているものの、賀茂健康福祉センター管内の平均や静岡県の平均を上回っています。 
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本町の中学１年生のむし歯有病者率は、令和５年度の有病者率は令和元年度の有病者率と

比較して増加していますが、賀茂健康福祉センター管内の平均や静岡県の平均を下回っていま

す。 
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本町の５歳児のむし歯５本以上経験者は、令和３年度から賀茂健康福祉センターの平均や

静岡県の平均を下回って推移しています。 
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過去１年間における歯科健診の受診状況は、「受けた」57.3％が多くなっています。 
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歯間部の清掃用具の使用状況は、「毎日使っている」29.8％が最も多くなっています。 
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オーラルフレイルの認知度は、「言葉も知らない」56.2％が最も多くなっています。 
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È13É ╓ǛǡǗǝƿǽ¤ ǡנּ  

参加している地域活動は、「町内会・自治会」24.4％に次いで「祭り・行事」18.8％が多くな

っている一方で、「参加していない」43.2％が半数近くになっています。 
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松崎町健康食生活等に関するアンケート調査では、社会参加（地域活動）している高齢者の

割合は、「参加している」44.6％と「参加していない」43.2％がほぼ同じ割合になっています。 
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Ŧ Ǜ  

 

 

 

「松崎町第４期健康増進計画」では町民の健康寿命の延伸と豊かな暮らしを実現するために

「町民が生涯にわたり、健やかに、いきいきと、心豊かに暮らす町 松崎」を基本理念として掲げ、

取り組みを推進してまいりました。 

これまでの健康づくりの基本的な考え方や取り組みを承継しつつ、本町を取り巻く状況に合わ

せながら今後も様々な取り組みを推進するために「町民一人ひとりが健康づくりに取り組み、健や

かに暮らせる町」を本計画の基本理念に掲げます。 

また、本計画の基本理念は、「第６次松崎町総合計画」の危機管理、保健・福祉分野のテーマで

ある「だれ一人取り残さない、支え合いのまちづくり」を念頭に置き、福祉の上位計画である「第２

期松崎町地域福祉計画・松崎町地域福祉活動計画」の基本理念「誰もが住み慣れた地域で、困

難な課題を分かち合い、お互いに助け合いながら豊かに暮らせるまち」を踏まえたものです。 

 

▽基本理念 

 

 

 

 

 

▽基本目標 

 

 

 

 

基本理念の実現に向けて、基本目標を「健康意識向上と健やかな暮らしの実現」と掲げ、健康

づくりの施策や事業を展開していきます。 

町民誰一人取り残さない健康づくりを進めるには、町民一人ひとりの健康に対する意識の高揚

が不可欠となってきます。本町では、塩分摂取過多による高血圧症リスクの高さが課題となってい

ます。町民の健康格差をなくし、健康寿命を延ばすために、健康に関心の低い人に向けてもアプロ

ーチし、こころと身体の健康づくりを進めていきます。 

 

 

 

 

 

ˢ⁵ ᴜᶕ Ἠ ♯ ᴜ  

ᴜᶕˋủᶆῲ ᴜ Ỹ  ɑ
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ŧ  

 

本計画では基本目標である「健康意識向上と健やかな暮らしの実現」に向けて、５つの基本方

針のもとに施策を展開していきます。 

また、基本方針Ⅰの高血圧症については優先的に取り組みを進めていく必要があることから、

重点課題として設定します。 

 

ѯ ⁯  ᶨ Ḉ ˢ͙ͣ͘Αˣχ ʾ ᴟ ♁ 

Â ˲ ᴿ ˳‰Ὤӊ  

Â Υϭ 

Â  

Â ♦לӰ  

Â ЮЌЩзАϼЄрЖк˔Э 

Â ḕṀ  

 

ѯ ⁯  ᶨṐ χӲⱱʾΰ  

Â  

 

ѯ ⁯  ᶨ Ḉχᵠ  

Â ֵ ʾ ᶨʾ Ӿˢ Ӿ ὓᵊˣ 

Â ᶨ ʾ֫  

Â Ẉ ʾάάϧχὲῴʾ  

Â ṹנʾԐ  

Â ⱦʾῢ‘χὲῴˢⱦᴬῢ‘ ὲὓᵊˣ 

 

ѯ ⁯  ӽΩϥϙχὲῴξΨϤχ  

Â ӽᶨ χᶨ ᴟρḕẽξΨϤ 

Â ὲῴτσϦϥḕẽξΨϤ 

 

ѯ ⁯  жϱТЀ˔ІϯФк˔ЎϬ ϘΠθὲῴξΨϤ 

Â άςϜ 

Â ‰  יּ

Â  
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Ŧ ÈƃŸŹƨÉǡ ¤ טּ  

ÈŦÉ Ø Ù ⅓   

 

 

É 高血圧症に対する町民ひとりひとりの健康意識向上 

静岡県特定健診・特定保健指導に係る健診等データ報告書において、静岡県と比較す

ると、依然として、町内の高血圧症有病者率と高血圧症予備群率が高い状況です。高血圧

症は食塩の過剰摂取、肥満、飲酒、運動不足、ストレス、遺伝的体質などの要因によって起

こりますが、そのリスク（動脈硬化が発症することによる心疾患や脳血管疾患、腎臓病発症

のリスク）や予防方法についての周知が行き届いていません。重症化予防のためにも、高血

圧症に意識を向けてもらうためのきっかけづくりが必要です。 

É 健診の受診率向上 

高血圧症は自覚症状がほとんどないため、定期健診が重要ですが、定期健診の重要性

や必要性の周知が行き届いていません。また、受診しやすい健診体制が必要です。 

É 食生活等生活習慣の重要性の周知 

高血圧症の予防において食生活をはじめとする生活習慣の改善が大切です。特に、野菜

や果物は体内の余分な塩分を排出する働きがあるカリウムを多く含むため、高血圧症の予

防として野菜等の摂取が重要です。しかし、松崎町健康・食生活等に関するアンケート調査

によると、毎日野菜料理をたっぷり食べている割合は 35.3％と低い状況です。そのため、野

菜等摂取の重要性や１日の塩分摂取の目標量などについて幅広い方法で周知していくこ

とが必要です。 

 

  

ᴿ  
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1 ϋρϤχ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 自分や家族の食生活を見直し、野菜等の摂取、減塩を心がけます。 

 ̧ 町のホームページや公式 LINEから高血圧症や減塩に関する情報を見つけて取り組みます。 

 ̧ 日々、ウォーキングなどの適度な運動を心がけます。 

 ̧ 飲酒は休肝日を設けるなど、節度を守って楽しみます。 

 ̧ 禁煙を心がけます。 

 ̧ 仕事や家事など、日常生活の中で体を動かすことを意識します。 

 ̧ 毎年、健診を受診します。 

 ̧ 家庭血圧を測定します。 

 ̧ 健康状態に違和感を感じた時や健診等で基準値を超える場合には、すぐにかかりつけ医に相

談します。 

 

ӽ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 地区サロンなどの地域団体で、保健師による高血圧等予防講話を取り入れます。 

 ̧ 地区サロンなどの地域団体の活動で血圧測定を実施します。 

 ̧ 食のボランティア団体による減塩食に関する情報や試食を提供します。 

 ̧ 友達や隣近所の人に声をかけあい、健康に関する講話などの参加や健診の受診を推進しま

す。 

 ̧ 保健委員による特定健診受診の声かけ運動を実施します。 

 

“ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 町内のスーパーマーケットと協働し、健診受診や減塩、野菜摂取の推進を呼びかける減塩キャ

ンペーンを実施します。 

 ̧ 高齢者の一体的実施事業、働き世代向けの運動教室、妊婦面談や新生児訪問時に高血圧

症等予防講話や血圧測定を実施します。 

 ̧ 庁舎テレビでの高血圧予防の動画を配信します。 

 ̧ 特定健診会場での高血圧予防のポスターを掲示します。 

 ̧ 保健指導対象者に家庭血圧のすすめを実施します。 

 ̧ 医療機関と連携した高血圧症重症化予防指導を実施します。 

 ̧ 高血圧症予防や健診受診の必要性についての情報を、広報やホームページ、LINE等を利用

して発信します。 

 ̧ まつざき健康マイレージ事業が取り組みやすくなるように検討します。 

  

︡Ϥ ϙ 
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◙  
ṁ  

ˢR͒ ˣ 

 

ˢR12 ˣ 

‰Ὤӊ יּ χᾚ  
40̇74⅞ 55.3̋s R4x̞͍ 52̋  

40̇74⅞ 42.7̋ˢR4x̞2 40̋  

∂ ϬθμϑϤ 

ϓοΜϥ χ ᴥ 
 35.3̋ ̞3 50̋  

ᶨτΣΜο 

ᾚתϬ ΥΪοΜϥ χ ᴥ 
 70.0̞̋ 4 80̋  

̞͍˙͎ ᴎᾉ ὲ ʾ ὲ◙ τἰϥὲ Д˔Ќ ⁮  

̞͏˙͐ ≤ ὲῴʾ ᶨ τḩβϥϯрϾ˔Е ₰ 
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ÈŧÉ ƿȆ  

 

 

É 検診の受診率向上 

５大がんと呼ばれる「胃がん」「肺がん」「大腸がん」「子宮頸がん」「乳がん」は早期に

発見・治療することにより死亡リスクを低減できます。そのため、検診を受診することが重要

です。松崎町調べによると令和３年度以降の５大がん検診受診率は横ばい傾向にあること

から、より多くの町民ががん検診を受診するために、検診の重要性や必要性を周知し、受診

しやすい柔軟な検診体制が必要です。 

É がんによるリスクの周知 

がんは進行すると治療が難しかったり、治療による体への負担が大きかったりします。が

んの原因を特定することは難しいですが、食生活や喫煙、飲酒などの生活習慣の改善は予

防につながるため、予防方法を周知することが重要です。特に、本町の胃がん検診受診率

は他のがん検診受診率に比べて低く、胃がんのリスクを周知していく必要があります。 

 

 

 

 

 

1 ϋρϤχ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 自分や家族の食生活を見直し、バランスの良い食事を心がけます。 

 ̧ 日々、ウォーキングなどの適度な運動を心がけます。 

 ̧ 飲酒は休肝日を設けるなど、節度を守って楽しみます。 

 ̧ 禁煙を心がけます。 

 ̧ 家事など、日常生活の中で体を動かすことを意識します。 

 ̧ 毎年、検診を受診します。 

 ̧ 健康状態に違和感を抱いたら、すぐにかかりつけ医に相談します。 

 

ӽ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 友達や隣近所の人に声をかけあい、健康に関する講話などの参加や検診の受診を推進しま

す。 

ᴿ  

︡Ϥ ϙ 



47 

“ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ がん予防、検診等受診の必要性についての情報を、広報やホームページ、LINE等を利用して

発信します。 

 ̧ 保健委員による検診受診の呼びかけ運動を実施します。 

 ̧ 働き世代向けの運動教室を実施します。 

 

 

 

◙  
ṁ  

ˢR͒ ˣ 

 

ˢR12 ˣ 

Υϭᾁ

χ  

ӴΥϭ 40⅞ӟ  8.0̞͍̋ 10̋  

Υϭ 40⅞ӟ  15.8̞̋2 18̋  

Υϭ 40⅞ӟ  16.5̞̋3 18̋  

◓ẋ Υϭ 20⅞ӟ  18.8̞̋4 21̋  

Υϭ 40⅞ӟ  20.4̞̋5 23̋  

̞͍˙͑ ≤ ϓ 
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ÈŨÉ  

 

 

É 糖尿病によるリスクおよび食生活等の生活習慣改善の周知 

静岡県特定健診・特定保健指導に係る健診データ報告書において、糖尿病有病者率は

年々、微増傾向にあります。糖尿病は食生活の乱れや運動不足、遺伝的体質などの要因に

よって起こりますが、進行すると神経障害、網膜症、腎症等の合併症を併発し、また歯周病

のリスクも高めると言われています。そのため、糖尿病予防の重要性や予防方法について周

知していくことが重要です。 

É 健診の受診率向上 

糖尿病は初期段階で自覚症状が出ることは少なく、定期健診を受診することが不可欠

ですが、健診の重要性や必要性等の周知が十分に行き届いていません。また、受診しやす

い柔軟な健診体制が必要です。 

 

 

 

 

1 ϋρϤχ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 自分や家族の食生活を見直し、食べ過ぎに注意して、バランスの良い食事を心がけます。 

 ̧ 日々、ウォーキングなどの適度な運動を心がけます。 

 ̧ 飲酒は休肝日を設けるなど、節度を守って楽しみます。 

 ̧ 家事など、日常生活の中で体を動かすことを意識します。 

 ̧ 毎年、健診を受診します。 

 ̧ 健康状態に違和感を感じた時、すぐにかかりつけ医に相談します。 

 ̧ 健診で血糖値の基準値を超えた場合は、医療機関を受診します。 

 ̧ 糖尿病等重症化予防指導の対象となったら、指導の場を利用します。 

  

ᴿ  

︡Ϥ ϙ 
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ӽ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 友達や隣近所の人に声をかけあい、健康に関する講話などの参加や健診の受診を推進しま

す。 

 

“ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 糖尿病予防、健診等受診の必要性についての情報を、広報やホームページ、LINE 等を利用

して発信します。 

 ̧ 働いている世代が受診しやすい健診体制をつくります。 

 ̧ 医療機関と連携した糖尿病等重症化予防指導、重症化予防事業連絡調整会議を実施します。 

 ̧ 保健委員による健診受診の呼びかけ運動を実施します。 

 ̧ 働き世代向けの運動教室を実施します。 

 

 

 

◙  
ṁ  

ˢR͒ ˣ 

 

ˢR12 ˣ 

יּ χᾚ  
40̇74⅞ 16.4̋ˢR3x̞͍ Ӳⱱ 

40̇74⅞ 7.1̋s R3x̞͎ Ӳⱱ 

̞͍˙͎ ᴎᾉ ὲ ʾ ὲ◙ τἰϥὲ Д˔Ќ ⁮  
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ÈũÉ │  

 

 

 

É 脂質異常症によるリスクおよび食生活等の生活習慣改善の周知 

静岡県特定健診・特定保健指導に係る健診等データ報告書において静岡県と比較する

と、町内における脂質異常症有病者率は高い状況です。脂質異常症は食生活の乱れや運

動不足、遺伝的体質などの要因によって起りますが、そのリスク（動脈硬化が進行すること

による心疾患や脳血管疾患発症のリスク）や予防方法についての周知が十分に行き届い

ていません。そのため、重症化予防の重要性や生活習慣の改善方法について周知していく

ことが重要です。 

É 健診の受診率向上 

脂質異常は自覚症状がほとんどなく、健診で判明することが多いです。そのため、早期発

見や早期治療のためにも健診は重要であり、受診しやすい柔軟な健診体制が必要です。 

 

 

 

 

1 ϋρϤχ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 自分や家族の食生活を見直し、食べ過ぎに注意して、主食・主菜・副菜をそろえたバランスの

良い食事を心がけます。 

 ̧ 日々、ウォーキングなどの適度な運動を心がけます。 

 ̧ 飲酒は休肝日を設けるなど、節度を守って楽しみます。 

 ̧ 家事など、日常生活の中で体を動かすことを意識します。 

 ̧ 健診等で基準値を超えた場合は、すぐにかかりつけ医に相談します。 

 ̧ 毎年、健診を受診します。 

  

ᴿ  

︡Ϥ ϙ 
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ӽ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 友達や隣近所の人に声をかけあい、健康に関する講話などの参加や健診の受診を推進しま

す。 

 

“ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 脂質異常症予防、健診等受診の必要性についての情報を、広報やホームページ、LINE 等を

利用して発信します。 

 ̧ 働いている世代が受診しやすい健診体制をつくります。 

 ̧ 保健委員による健診受診の呼びかけ運動を実施します。 

 ̧ 働き世代向けの運動教室を実施します。 

 

 

 

◙  
ṁ  

ˢR͒ ˣ 

 

ˢR12 ˣ 

Ӱל♦ יּ χᾚ  
40̇74⅞ 61.7̋ˢR3x̞͍ 59̋  

40̇74⅞ 52.8̋ˢR3x̞͎ 50̋  

̞͍˙͎ ᴎᾉ ὲ ʾ ὲ◙ τἰϥὲ Д˔Ќ ⁮  
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ÈŪÉ ɊȨɅɓȬȘȠɜȲɖºɉ 

 

 

É 特定健診の受診率および特定保健指導実施率向上 

静岡県特定健診・特定保健指導に係る健診等データ報告書において、静岡県と比較す

ると、町内の男性におけるメタボリックシンドローム該当者率は高い状況です。健診結果に

基づいた食事・運動等の生活習慣改善のための保健指導や医療機関への受診が不可欠

です。そのため、受診しやすい柔軟な健診体制の整備や効果的な指導方法が課題となりま

す。 

É 特定保健指導の重要性の周知 

特定健診・特定保健指導情報の集計情報、法定報告によると動機付け支援、積極的支

援ともに実施率が令和３年度以降低下しており、特に積極的支援は著しく下がっています。

特定保健指導は発症予防や重症化予防を目的に健診結果よりメタボリックシンドロームの

発症リスクの高い人を対象に生活習慣の改善サポートを行います。しかし、面談など時間の

確保が求められるため、対象者が利用しやすい体制整備や特定保健指導の重要性、メタ

ボリックシンドロームのリスクを周知し、発症予防や重症化予防に努めます。 

 

 

 

 

 

1 ϋρϤχ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 自分や家族の食生活を見直し、主食・主菜・副菜をそろえたバランスの良い食事を心がけます。 

 ̧ 日々、ウォーキングなどの適度な運動を心がけます。 

 ̧ 飲酒は休肝日を設けるなど、節度を守って楽しみます。 

 ̧ 禁煙を心がけます。 

 ̧ 家事など、日常生活の中で体を動かすことを意識します。 

 ̧ 毎年、健診を受診します。 

 ̧ 健康状態に違和感を感じた時、健診等で基準値を超えた場合は、すぐにかかりつけ医に相談

します。 

 ̧ 特定保健指導の対象となったら、指導の場を利用します。 

  

ᴿ  

︡Ϥ ϙ 
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ӽ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 友達や隣近所の人に声をかけあい、健康に関する講話などの参加や健診の受診を推進しま

す。 

 

“ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 健診受診および保健指導利用の必要性についての情報を、広報やホームページ、LINE 等を

利用して発信します。 

 ̧ 働いている世代が受診しやすい健診体制をつくります。 

 ̧ 保健委員による健診受診の呼びかけ運動を実施します。 

 ̧ 利用しやすい特定保健指導の体制をつくります。 

 

 

 

◙  
ṁ  

ˢR͒ ˣ 

 

ˢR12 ˣ 

ЮЌЩзАϼЄрЖк˔Э 

ᵺ יּ χᾚ  

40̇74⅞ 27.5̋ˢR3x̞͍ 26̋  

40̇74⅞ 7.0̋s R3x̞͎ 3.5̋ 

ὲ χ  40̇74⅞ 36.0̋ˢR5x ̞͏ 45̋  

ὲ◙ ☼ם χ  40̇74⅞ 25.5̋ˢR5x̞͐ 60̋  

̞͍˙͎ ᴎᾉ ὲ ʾ ὲ◙ τἰϥὲ Д˔Ќ ⁮  

̞͏ ὲ ʾ ὲ◙ χם☼ ệˢῡ ˣ 

̞͐ ◕ ⁯ ὲ Ὣᴮ 
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ÈūÉ  

 

 

 

É 脳血管疾患や心疾患に関する知識の普及 

人口動態統計における町内の脳血管疾患や心疾患による死亡率は、静岡県や全国に比

べて高く近年は上昇傾向にあります。そのため、循環器病の死亡率の高さや高血圧を始め

とした原因となる疾患等の発症予防や疑わしい症状が出た場合の速やかな医療機関への

受診などについて周知していくことが必要です。 

É 健診の受診率向上・医療機関への受診 

脳血管疾患や心疾患の原因となる疾患の早期発見や早期治療のためには、定期的な

健診の受診は不可欠です。また、受診しやすい健診体制の整備や有病リスクのある方に向

けて、医療機関への受診勧奨が必要です。 

 

 

 

 

 

1 ϋρϤχ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 自分や家族の食生活を見直し、主食・主菜・副菜をそろえたバランスの良い食事を心がけます。 

 ̧ 日々、ウォーキングなどの適度な運動を心がけます。 

 ̧ 飲酒は節度を守って楽しみます。 

 ̧ 禁煙を心がけます。 

 ̧ 家事など、日常生活の中で体を動かすことを意識します。 

 ̧ 定期的に健診を受診します。 

 ̧ 血圧を定期的に測り、自分の血圧を把握するように心がけます。 

 ̧ 手足の動かしにくさや呂律が回らない等の脳卒中を疑う症状や、激しい胸痛など心疾患を疑

う症状が出たら、緊急搬送等、すぐに医療機関を受診します。 

 

ӽ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 食のボランティア団体による減塩のレシピの情報発信や減塩食の試食を提供します。 

 ̧ 地区サロンなどの地域団体の活動で血圧測定を実施します。 

  

ᴿ  

︡Ϥ ϙ 
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“ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 脳血管疾患や心疾患予防健診受診の必要性についての情報を、広報やホームページ、LINE

等を利用して発信します。 

 ̧ 働いている世代が受診しやすい健診体制をつくります。 

 ̧ 保健委員による健診受診の呼びかけ運動を実施します。 

 ̧ 働き世代向けの運動教室を実施します。 
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ŧ ǡ┐ ¤  

ÈŦÉ  

 

 

 

É 熱中症に関する知識の普及 

下田消防署調べにおいて、町内の熱中症による救急搬送件数は令和３年から上昇傾向

にあります。特に体温調節機能が低下している高齢者の熱中症予防には高齢者本人だけ

でなく、周囲の人の気づきも重要です。そのため、熱中症の予防方法や応急処置、クーリン

グシェルターの情報について周知する必要があります。 

 

 

 

 

1 ϋρϤχ︡Ϥ ϙ 

 ̧ こまめな水分補給を心がけます。 

 ̧ 主食・主菜・副菜をそろえたバランスの良い食事を心がけます。 

 ̧ 熱中症になりやすい子どもや高齢者などの様子に気を配ります。 

 ̧ エアコンや扇風機を上手に使用します。 

 ̧ 半袖や薄手のシャツなど、涼しい服装を心がけます。 

 ̧ めまいや立ちくらみ、汗のかき方がおかしい等の違和感を抱いたら、すぐに涼しい場所への避

難や医療機関に相談します。 

 ̧ 熱中症が疑われるときの応急処置を把握します。 

 

ӽ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 友達や隣近所の人に声をかけあい、子どもや高齢者などの様子に気を配ります。 

 

“ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 熱中症やクーリングシェルター等についての情報を、広報やホームページ、LINE 等を利用し

て発信します。 

 

 

 

 

 

ᴿ  

︡Ϥ ϙ 
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Ũ ǡ  

ÈŦÉ ♁ ¤ ¤ ╔È ╔ É 

 

 

É 朝食の重要性の周知 

松崎町健康・食生活等に関するアンケート調査において、朝食をほとんど毎日食べる割

合は高いものの、脳や運動機能の発達、睡眠の質など、朝食が心身の健康に与える影響は

大きいため、より多くの町民に朝食を摂る重要性を周知していくことが必要です。また、静岡

県朝食摂取状況調査（教育委員会）において、本町の小学生は中学生と比較すると、朝食

を毎日食べる割合が低くなっています。幼少期の食習慣が子どもの成長につながるため、

子どもや保護者に向けた支援や取り組みを推進する必要があります。 

É 食育への関心向上・食育の重要性の周知 

松崎町健康・食生活等に関するアンケート調査において、食育に関心がある割合は約半

数となっています。食育の取り組みを推進し、栄養の偏りや不規則な食生活などによる肥満、

過度なダイエット、高齢者の低栄養傾向といった生活習慣病の要因を防ぎます。また、食の

安全や地域の食材など食に関する知識を身につけることは、生涯にわたる心身の健康に不

可欠です。そのため、食育の重要性や共食などの取り組み方法の周知が大切です。特に食

育に関心のある男性の割合は低いため、男性が食育に関心を持つきっかけづくりなどの工

夫が必要です。 

É 肥満によるリスクの周知 

静岡県特定健診・特定保健指導に係る健診等データ報告書において、成人肥満率は男

女ともに静岡県を上回っています。肥満は糖尿病や高血圧症、脂質異常症などの生活習慣

病リスクを高めます。さらに、内臓脂肪型肥満で２つ以上の生活習慣病を併発するとメタボ

リックシンドロームとなるため、注意が必要です。町民の生活習慣病を予防するために肥満

対策として食育が不可欠です。 

É 関係団体との連携 

現在、食のボランティア団体が食育に関する活動を実施していますが、今後はよりいっそ

う活動団体同士または行政との連携や情報共有が重要となってきます。本町の少子高齢化

や人口減少に伴い、食育を支える人材の確保が難しいからこそ、効率的に食育を推進する

ために関係団体同士の連携が不可欠です。 

  

ᴿ  
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1 ϋρϤχ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 主食・主菜・副菜をそろえたバランスの良い食事を心がけます。 

 ̧ 毎日朝食を食べる習慣を身につけます。 

 ̧ 食べ過ぎや無理なダイエットを控え、自分に合った食事量を心がけます。 

 ̧ 地域の食材や食文化の良さを家庭で子どもたちに教えます。 

 ̧ 栄養成分表示を意識します。 

 ̧ 子どもと一緒に地域の食育活動に参加します。 

 ̧ 家族みんなで料理をして、食への理解を深めます。 

 

ӽ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 食のボランティア団体による食育の講話を実施します。 

 ̧ 友達や隣近所の人に声をかけあい、食育イベントなどの参加を推進します。 

 

“ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 食のボランティア団体と協働した食育教室や生活習慣病予防料理教室を開催します。 

 ̧ スーパーマーケットとの減塩キャンペーンの実施や広報まつざきでレシピを公開します。 

 ̧ 主食・主菜・副菜をそろえたバランスの良い食事や朝食の重要性など食に関する知識につい

ての情報を、広報やホームページ、LINE等を利用して発信します。 

 ̧ 学校や保育園の栄養士と連携し、給食を通して地域の食材や食文化の良さを伝える食育活

動を実施します。 

 ̧ 食のボランティア団体への研修を実施します。 

 ̧ 定期的な食育連絡会を開催し、食に関する情報交換や取り組みを検討します。 

 ̧ 医療機関等と連携した栄養指導を実施します。 

 ̧ 近隣スーパーとの連携を強化します。 

 ̧ 子どもと一緒に参加できる地域の食育活動を実施します。 

 

︡Ϥ ϙ 
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◙  
ṁ  

ˢR͒ ˣ 

 

ˢR12 ˣ 

Ϭ ϓϥ 

◓ςϜχᶤ›χ  

ⱪ 100.0̞̋ ͍ 100̋ 

ᶘ͑  70.8̞͎̋ 80̋  

ᶘ͎  81.5̞̋͏ 90̋  

‰ ͎  50.0̋s R5x̞͐ 80̋  

Ϭ ϓϥ χᶤ›χ  

20̇39⅞ 58.8̞̋͑ 85̋  

40̇64⅞ 83.5̞̋͒ 100τựξΪϥ 

65⅞ӟ  95.0̞̋ ͓ 100τựξΪϥ 

︠ ʾ︠∂ʾ ∂χ ϙ›ϩδχ 

ᶤ›χ  
20⅞ӟ  72.5̞͔̋ 80̋  

χ ᶘ χᶤ›χᾚ  
ᶘ  8.1̞͕̋ 5̋  

ᶘ  11.7̞̋10 10̋  

χ χᶤ›χᾚ  

40̇74⅞ 
57.6̋ˢR3x  

̞11 
35̋  

40̇74⅞ 
26.1̋ˢR3x  

̞12 
15̋  

Ӿτḩ χΚϥ χᶤ›χ  20⅞ӟ  47.2̞̋13 75̋  

̞͍˙͐ ᴎᾉ ︡ ệ ₰ˢễӾӦԌᵓˣ 

̞͑˙͔ ≤ ὲῴʾ ᶨ τḩβϥϯрϾ˔Е ₰ 

̞͕˙10 χάςϜ 

̞11̇12 ᴎᾉ ὲ ʾ ὲ◙ τἰϥὲ Д˔Ќ ⁮  

̞13 ≤ ὲῴʾ ᶨ τḩβϥϯрϾ˔Е ₰ 
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ÈŧÉ ¤◖  

 

 

É 気軽に取り組める環境の整備 

松崎町健康・食生活等に関するアンケート調査において、健康を意識して運動している割

合は低くなっています。適度な運動は高血圧症や糖尿病、肥満といった生活習慣病のリスク

予防だけでなく、ストレス発散などのこころの健康を維持する上でも重要です。そのため、気

軽に運動できる場や機会の創出などの環境整備が必要です。また、昨今の異常気象により、

暑い時間を避けて、安全にウォーキングができるような環境づくりの工夫も重要です。 

É 歩きなどの運動の重要性の周知 

「健康日本２１（第三次）」により日常生活における歩数の目標値として１日に 7100 歩

と定められていますが、松崎町健康・食生活等に関するアンケート調査によると、目標値以

下の割合が高くなっています。歩くことは生活習慣病予防や睡眠の質向上、ストレス軽減な

ど健康づくりを推進する上で重要な役割を果たします。歩く習慣を身につけるために、ウォ

ーキングイベントなどの取り組みについて周知することが重要です。また、時間の確保が難

しい人に向けて家事などの「ながら運動」の方法や効果についても周知が大切です。 

 

 

 

 

1 ϋρϤχ︡Ϥ ϙ 

 ̧ まつざき健康マイレージを活用します。 

 ̧ エレベーターやエスカレーターの利用を控え、無理のない範囲で階段の利用を心がけます。 

 ̧ 友人や家族と散歩など運動習慣を身につけます。 

 ̧ 万歩計アプリを使って、１日 7100歩を目指します。 

 ̧ 家事や仕事のスキマ時間に簡単な運動を取り入れます。 

 

ӽ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ スポーツ協会による年１回のスポーツ講演会、地区サロン等で体操やストレッチなどの運動教

育を実施します。 

 ̧ 友達や隣近所の人に声をかけあい、運動教室などの参加を推進します。 

 

ᴿ  

︡Ϥ ϙ 
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“ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 【教育委員会】ウェルネスまつざきで各種教室を開催、スポーツを楽しむ機会を提供します。 

 ̧ 働き世代向けの運動教室を実施します。 

 ̧ 【教育委員会】総合グラウンドや勤労者体育センター、B&G 松崎海洋センターなどの町内運

動施設の利用を促進します。 

 ̧ ウォーキングなどの運動に関するさまざまな方法や運動効果についての情報を、広報やホー

ムページ、LINE等を利用して発信します。 

 

 

 

◙  
ṁ  

ˢR͒ ˣ 

 

ˢR12 ˣ 

ὲῴϬӪ꜡ΰο Ϭ ΤβϢΞτ 

ΥΪοΜϥ χᶤ›χ  

20⅞ӟ  33.7̞͍̋ 60̋  

20⅞ӟ  35.8̞͎̋ 60̋  

̞͍˙͎ ≤ ὲῴʾ ᶨ τḩβϥϯрϾ˔Е ₰ 
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ÈŨÉ ¤ǆǆȀǡ ¤  

 

 

 

É 相談しやすい環境づくり・相談窓口についての情報発信 

松崎町健康・食生活等に関するアンケート調査において、ストレスの相談先として役場や

健康福祉センターを回答している割合が低いです。また、相談する人はいないと回答してい

る割合も一定数いるため、相談窓口としての役割が十分に行き届いているとは言えません。

誰にも相談できない環境はこころの健康に悪影響を及ぼし、うつ病の発症リスクを高め、自

殺などの問題に発展することがあります。そのため、こころの健康を維持する上で、相談しや

すい環境づくりが必要です。また、相談できる場所を知らずにいる人を減らしたり、悩んでい

る人の痛みを軽減したりするためにも、相談窓口についての情報提供が重要です。 

É 睡眠・休養・こころの健康の重要性の周知 

松崎町健康・食生活等に関するアンケート調査において、睡眠で十分な休養がとれてい

ない割合が一定数います。睡眠は日々のパフォーマンスだけでなく、生活習慣病などの健康

課題やこころの健康にも大きな影響を及ぼします。そのため、睡眠に悩む人に向けた睡眠衛

生指導や改善方法などの情報発信が重要です。また、地域でメンタルヘルスに関する取り

組みを実施している活動団体はあまりありません。現代のストレス社会に適応するために、

睡眠やこころの健康について活動団体に周知することも重要です。 

 

 

 

 

1 ϋρϤχ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 不安なことやストレスについては身近な人に相談したり、町の相談支援を活用したりし、一人

で抱え込まないよう心がけます。 

 ̧ 身の回りの人で最近元気がない人がいたら、やさしく声をかけます。 

 ̧ 就寝前にはスマートフォンから離れるなど、質の良い睡眠を心がけます。 

 ̧ 睡眠について不安を感じるときは医療機関を受診します。 

 

ӽ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 地区サロン等でのメンタルヘルス講話を実施します。 

  

ᴿ  

︡Ϥ ϙ 
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“ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 睡眠・休養・こころの健康についての情報を、広報やホームページ、LINE 等を活用して発信し

ます。 

 ̧ 相談しやすい環境をつくります。 

 ̧ 睡眠・休養について保健指導対象者への個別の健康教育を実施します。 

 ̧ ゲートキーパーの養成に取り組みます。 

 

 

 

◙  
ṁ  

ˢR͒ ˣ 

 

ˢR12 ˣ 

πẈ Υ τ 

ρϦοΜϥ χᶤ›χ  

40̇74⅞ 60.9̞͍̋ 70̋  

40̇74⅞ 53.8̞͎̋ 70̋  

ІЕйІχ ︣Υ 

ΜσΜ χᶤ›χᾚ  
20⅞ӟ  11.0̞̋ ͏ 10̋ӟᴞ 

ᶚΰϙϞ ΦΥΜχΚϥ ᶨϬ 

ΰοΜϥ χᶤ›χ  
20⅞ӟ  62.9̞̋͐ 80̋  

̞͍˙͐ ≤ ὲῴʾ ᶨ τḩβϥϯрϾ˔Е ₰ 

͒ τם☼ΰθϯрϾ˔Е ₰ 27πˮΰοΜϥ˯ρᵕ ΰθᶤ›Ϭṁ ρΰο

ΜϘβʻ 
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ÈũÉ ⱶ¤╦  

 

 

É 適正飲酒の重要性の周知 

飲酒は適度に楽しむ分には問題ありませんが、過度な飲酒はがんや高血圧症、脳血管

疾患などの生活習慣病といった健康被害に発展するリスクが高くなるため、注意が必要で

す。また、習慣的な飲酒はアルコール依存症の発症リスクを高めます。松崎町健康・食生活

等に関するアンケート調査において、お酒を飲む日の１日あたりの飲酒量として３合以上５

合未満と回答している割合が一定数いるため、適正飲酒について周知していくことが重要

です。 

É 喫煙によるリスクの周知 

静岡県特定健診・特定保健指導に係る健診等データ報告書において、本町の習慣的喫

煙者率は微増傾向にあります。喫煙は肺がんや COPD（慢性閉塞性肺疾患）などのリスク

を高めるだけでなく、受動喫煙によって家族などの周囲に影響を及ぼす恐れもあるため、リ

スクや予防方法について周知することが必要です。 

 

 

 

1 ϋρϤχ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 飲酒は休肝日を設けるなど、節度を守って楽しみます。 

 ̧ たばこの本数を徐々に減らし、喫煙を控えます。 

 ̧ 子どもや妊産婦をはじめ、非喫煙者の前での喫煙は控えます。 

 ̧ たばこに代わるストレス解消法や趣味を見つけます。 

 ̧ 息苦しさなど、呼吸器に違和感があるときは医療機関を受診します。 

 

ӽ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 地区サロン等で禁煙や適正飲酒の講話を実施します。 

 

 

  

ᴿ  

︡Ϥ ϙ 
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“ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 禁煙・適正飲酒についての情報を、広報やホームページ、LINE等を活用して発信します。 

 ̧ 母子保健事業での保護者への禁煙・適正飲酒についての指導を実施します。 

 ̧ 禁煙・適正飲酒について保健指導対象者への個別の健康教育を実施します。 

 

 

 

◙  
ṁ  

ˢR͒ ˣ 

 

ˢR12 ˣ 

Ḉ ṹיּנχᶤ›χᾚ  
20⅞ӟ  18.7̞͍̋ 12̋  

20⅞ӟ  5.8̞͎̋ 5̋ ӟᴞ 

Ԑ ˢϕϖיּ ˣχᶤ›χᾚ  
20⅞ӟ  36.7̞̋͏ 30̋  

20⅞ӟ  9.5̞̋͐ ͒̋ 

χṹיּנϬσΨβ  0 ˢR5x̞͑ 0  

χԐ ϬσΨβ  0יּ ˢR5x̞͒ 0  

̞͍˙͐ ≤ ὲῴʾ ᶨ τḩβϥϯрϾ˔Е ₰ 

̞͑˙͒ ◓︣ ῖ ⱲϯрϾ˔Е 
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ÈŪÉ ¤ ǡ È שּ É 

 

 

É 歯の健康に対する町民一人ひとりの意識向上 

松崎町健康・食生活等に関するアンケート調査において、歯間部の清掃用具を使ったこ

とはないと回答している割合がおよそ３割と、歯間清掃の重要性の周知が十分とは言えま

せん。むし歯や歯周病などの歯科疾患の発症を防ぐには歯ブラシを使った歯みがきだけで

なく、歯間清掃も重要です。また、同調査において、オーラルフレイルの認知度が低いことか

ら、高齢期における口腔機能の低下を防ぎ、生涯にわたって歯の健康を維持するためには、

歯の健康の重要性や歯科疾患の予防方法について周知することが必要です。 

É 歯科健診の受診率向上 

松崎町健康・食生活等に関するアンケート調査において、この１年間に健診を受けた割

合は受けない割合を上回っているものの、「健康日本 21（第三次）」の目標値である 95％

とは差があります。歯の健康は単に食物の咀嚼という面だけでなく、食べることを通じて楽し

みを見出すなど、心身の健康に影響を与えます。歯の健康を保つためには歯科健診を受診

し、歯科疾患を予防することが重要です。また、歯周病は糖尿病などの生活習慣病と関連

があることから早期治療が重要であり、歯周疾患検診受診の勧奨が必要です。 

É 乳幼児期からの歯の健康教育 

１歳６か月児・３歳児歯科健診調査において、３歳児のむし歯有病者率は静岡県や賀茂

健康福祉センター管内と比較すると高くなっています。乳幼児期からの歯みがき習慣が生

涯にわたって歯の健康に影響することから、歯みがきを習慣づけることが重要です。乳幼児

の歯の健康のためには、保護者の手助けが欠かせません。そのため、乳幼児期からの歯科

疾患予防の重要性や方法を周知する必要があります。 

 

 

 

 

1 ϋρϤχ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 食後は必ず、歯をみがくように心がけます。 

 ̧ 定期的に歯科健診を受診します。 

 ̧ 咀嚼の回数や歯に良い食事を意識します。 

 ̧ 歯ブラシだけでなくデンタルフロスなどを使って歯の隙間も１日１回掃除します。 

 ̧ 親子で適切な歯みがき方法や歯の健康づくりに取り組みます。 

ᴿ  

︡Ϥ ϙ 
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ӽ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 友達や隣近所の人に声をかけあい、健診の受診を推進します。 

 ̧ 保育園や幼稚園、学校等で口腔機能やむし歯予防等、歯の健康づくりについて学ぶ機会を

取り入れます。 

 ̧ 地区サロン等で歯周病予防やオーラルフレイルについての講話を実施します。 

 

“ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ むし歯・歯周病予防についての情報を、広報やホームページ、LINE等を活用して発信します。 

 ̧ 歯周疾患検診の受診しやすい体制を検討します。 

 ̧ 糖尿病等重症化予防指導対象者への歯科受診をすすめます。 

 ̧ 園児や児童の歯みがき指導やむし歯予防の健康教育を実施します。 

 ̧ 園児や児童にフッ素洗口を推進します。 

 ̧ 歯の健康づくりに関する情報交換や取り組みを検討する会議を開催します。 

 

 

 

◙  
ṁ  

ˢR͒ ˣ 

 

ˢR12 ˣ 

͑⅞ⱪχϚΰⱦ 

͑ ӟ Ὂᾓּיχᶤ›χᾚ  
͑⅞ⱪ 4.2̋s R5x̞͍ ᾚ  

ᶘ͍ χϚΰⱦ 

Ὂᾓּיχᶤ›χᾚ  
ᶘ͍  10.3̋ˢR5x̞͎ 10̋ӟᴞ 

ᵃẠ͍ ḧτⱦᴬὲ Ϭ 

ΰθ χᶤ›χ  
20⅞ӟ  57.3̞̋͏ 65̋  

ⱦ Ḇᾁכ χ  
20̋30̋40̋

50̋60̋70⅞ 
12.5̞̋͐ 15̋  

̞͍ ᴎᾉ͑⅞ⱪⱦᴬ ₰ 

̞͎ ᶘ ⱦᴬ ὲ ₰ 

̞͏ ≤ ὲῴʾ ᶨ τḩβϥϯрϾ˔Е ₰ 

̞͐ ≤ ϓ 
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ũ ╓ǃǾǲǡ ǘǂǽǡ  

ÈŦÉ ╓ ǡ Ǜטּ ǘǂǽ 

 

 

É 町民の地域活動参加率向上 

松崎町健康・食生活等に関するアンケート調査において、社会参加や地域活動をしてい

る高齢者の割合はおよそ半数ですが、静岡県の目標値である 75％とは差があります。ボラ

ンティアや通いの場などの地域活動に参加し、地域社会と関わりを持つことは心身の健康

に良い影響を与えると考えられています。高齢者の多い本町においても、地域活動への参

加などによる健康づくりは課題であり、ソーシャルキャピタルと呼ばれる地域住民同士の信

頼関係を築くことが大切です。地域交流を促し、町民が参加しやすい環境づくりや活動情

報を周知する必要があります。 

É 地区サロンの存続支援 

食育や運動に関する活動を実施している地区サロンが本町にも複数存在しますが、どの

サロンも運営者の高齢化に伴い、後継者がいない問題に直面しています。働き世代、子育

て世代、定年退職後間もない世代等が年齢や性別、職業など関係なく参加できるような工

夫が必要です。 

 

 

 

 

1 ϋρϤχ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 身近な人と一緒にボランティアや、地域活動等に参加します。 

 ̧ 子どもや孫と一緒に地域の活動やイベントに参加、または身近な人を誘います。 

 ̧ 高齢者の独居世帯や高齢者だけで住んでいる世帯に積極的に声がけします。 

 

ӽ χ︡Ϥ ϙ  

 ̧ 友達や隣近所の人に声をかけあい、地区サロンなどへの参加を推進します。 

 

ᴿ  

︡Ϥ ϙ 



69 

“ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 通いの場や地区サロンについての情報を広報やホームページ、LINE 等を利用して発信しま

す。 

 ̧ 新たな地域活動団体の創出や運営支援を行います。 

 ̧ 【教育委員会】生涯学習教室を毎年実施・生涯学習講演を開催します。 

 

 

 

◙  
ṁ  

ˢR͒ ˣ 

 

ˢR12 ˣ 

ӽᶨ τ╥ᴥΰοΜϥ χ ᴥ 20⅞ӟ  46.8̞͍̋ 60̋  

ˮ Μχ ˯ χ ᴥ  9Τ ˢR5x̞͎ 11Τ  

̞͍ ≤ ὲῴʾ ᶨ τḩβϥϯрϾ˔Е ₰ 

̞͎ ≤ ϓ 
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ÈŧÉ ǞǝǿǾ ǘǂǽ 

 

 

 

É 身体を動かしたくなる環境づくりの整備 

運動することは健康を維持する上で不可欠な要素である一方、松崎町健康・食生活等に

関するアンケート調査からわかるように運動を継続することは簡単ではありません。本町の

特性を活かした、身近な自然を楽しめるウォーキングイベント、歩道の整備などの環境づくり

が重要です。 

É まつざき健康マイレージの周知 

より多くの町民に本事業に取り組んでもらうためには、本事業の内容や目的、対象者に

ついて周知する必要があります。そのため、本事業について協力店や地区サロンに紹介して

もらい、町全体で本事業を推進することが町民の健康づくりにつながります。 

É まつざき健康マイレージの見直し 

本事業は「健康にいいこと」に取り組み、４週間でポイントを貯めて、町民の健康づくりの

促進を目的に実施しています。現在は、紙での取り扱いのみで取り組み方法も複雑に感じ

る人もいることから気軽に取り組みやすい仕組みになっていません。また、がん検診が無料

になるという主な特典内容の他に、より多くの町民が魅力を感じ、取り組めるような仕組み

を検討する必要があります。 

 

 

 

1 ϋρϤχ︡Ϥ ϙ 

 ̧ まつざき健康マイレージを活用して健康づくりに取り組みます。 

 ̧ まつざき健康マイレージを友達や隣近所の人にすすめ、一緒に取り組みます。 

 ̧ 町が主催するまちづくりイベントについて、友達に声をかけ、イベントに誘います。 

 

ӽ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 友達や隣近所の人に声をかけあい、まつざき健康マイレージの活用を推進します。 

 ̧ 地域活動の一環として、まつざき健康マイレージに取り組みます。 

 ̧ まちの健康づくりについて話しあう機会を設けます。 

ᴿ  

︡Ϥ ϙ 
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“ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ まつざき健康マイレージ事業の見直しを図り、アプリの導入など検討します。 

 ̧ まつざき健康マイレージ事業の目的などの情報を、関係団体と協力しあい、広めます。 

 ̧ 健康づくりイベントの企画や目安箱を設置し意見の募集などを検討します。 

 ̧ 体を動かしたくなる環境づくりを行います。





 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ū  ɒȍȾȜºȢȋɀɖºȪȅ Ǳƻǒ ǘǂǽ 
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Ŧ  

 

 

 

 

人生 100 年時代が到来するにあたり、価値観の多様化や社会構造の変化が起きています。社

会が変化する中でその人らしく、住み慣れた地域でいきいきと暮らしていくためにはライフステージ

ごとの特性を理解し、健康づくりに取り組むことが重要です。 

例えば、女性はホルモンの分泌量がライフステージごとに変化するため、年齢ごとに異なった健

康課題に直面します。妊娠、出産は次世代の健康にも影響を及ぼし、更年期以降は女性ホルモン

の影響により認知症など男性以上に発症しやすくなる症状もあります。また、幼少期の生活習慣は

将来の健康状態に影響を及ぼすことがあり、高齢期になっても、自立した生活を送れるよう、時期

に応じた健康づくりに取り組むことが重要です。 

 

 

 

 

 

第４期計画では、生涯を「妊娠出産期、乳幼児期」「学童期」「思春期」「青年期」「壮年期」

「高齢期」の６つのライフステージごとに分け、その時期に応じた取り組みを推進してきました。 

現在の健康状態はこれまでの自らの生活習慣や社会環境等の影響を受ける可能性があること

や次世代の健康にも影響を及ぼす可能性があることを踏まえ、本計画では、生涯を経時的に捉え

たライフコースアプローチの観点を取り入れ、切れ目のない健康づくりの支援を進めます。 

なお、こども・高齢者・女性に着目して取り組みを進めていきますが、統計・アンケート調査結果

から男性の健康意識や健康指標の結果があまりよくないことがわかっているため、男性についても

取り組みを進めていく必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ὂ 

ṁ σ―Π  

 

χ ᵶϬᶆ ᵬτỸ ΰθжϱТІГ˔ЅπΚϥ ▀ṍʺ ⱪṍʺᶘ ṍʺ

◘ ṍʺ ṍʺ ṍʺ‰ ṍϬ Ϧ σΨνσΫʺꜛ χ ᶨ ḈτᴥΠʺּזᵓ

ʺὊↄ ệϬ ϘΠθ πχὲῴξΨϤτ︡Ϥ Ϛάρʻ 

жϱТЀ˔ІϯФк˔ЎϬ ϘΠθὲῴξΨϤρψ 
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ÈŦÉ ǆǜǵ 

 

 

 

É 望ましい食習慣の定着 

幼少期の食習慣がこどもの成長や成人後の習慣に影響することから、次世代の高血圧

症予防として、こどもや保護者に向けた支援や取り組みを推進する必要があります。毎日の

朝食がこどもの心身の発育に与える影響は大きく、朝食は生活リズムを整える役割も果た

しています。また、静岡県朝食摂取状況調査（教育委員会）において、本町の小学生は中学

生と比較すると、朝食を毎日食べる割合が低いことから、こどもたちや保護者に向けて朝食

の重要性を周知します。さらに、朝食を通じて、高血圧症などの生活習慣病予防につながる、

望ましい食習慣が身につくように支援します。 

É 望ましい運動習慣の定着 

ゲームやインターネットなどの娯楽が増えたことや、共働き世帯が増えたことなどにより、

こどもの運動する機会が減少しています。体を動かすことはこどもの運動機能を高めるだけ

でなく、脳や心の発達にも不可欠です。また、幼少期の運動習慣は成人後の運動習慣の土

台となり、生涯の健康にも影響を及ぼすことから、幼少期から運動習慣を身につけることが

重要です。 

É 乳幼児期からの歯の健康教育（再掲） 

１歳６か月児・３歳児歯科健診調査において、３歳児のむし歯有病者率は静岡県や賀茂

健康福祉センター管内と比較すると高くなっています。乳幼児期からの歯みがき習慣が生

涯にわたって歯の健康に影響することから、歯みがきを習慣づけることが重要です。乳幼児

の歯の健康のためには、保護者の手助けが欠かせません。そのため、乳幼児期からの歯科

疾患予防の重要性や方法を周知する必要があります。 

É 喫煙予防 

受動喫煙はこどもの発育に影響を及ぼすだけでなく、呼吸器疾患などの健康被害までも

もたらします。また、母子手帳交付時アンケートによると町内の妊婦の喫煙者数は低い状況

ではありますが、喫煙がこどもの成長に与える影響について妊産婦を中心に周知をより強

化する必要があります。さらに、こどもの健康を守るにはこどもや妊産婦の前での喫煙を控

える、飲食店などでの分煙対策等が不可欠です。また、こども自身が自分の健康を守るた

めには、幼少期から喫煙予防の教育や、COPD など喫煙に関連する疾病リスクを下げるよ

うに支援することが重要です。 

 

ᴿ  
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άςϜτνΜοχ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 毎日朝食を食べる習慣を身につけます。 

 ̧ 野菜等の摂取、減塩を心がけます。 

 ̧ こどもと一緒に食事をとるように心がけます。 

 ̧ ゲームやインターネットなどを使う時間を決め、散歩など運動習慣を身につけます。 

 ̧ 親子で適切な歯みがき方法や歯の健康づくりに取り組みます。 

 ̧ 食後は必ず、歯をみがくように心がけます。 

 ̧ こどもや妊産婦の前では喫煙を控えます。 

 ̧ 親子でたばこについて話しあいます。 

 

ӽ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 食育かるたや紙芝居など親子で食育活動に参加できる取り組みを検討します。 

 ̧ 給食だよりを通して食育の重要性や減塩方法をこどもや保護者に周知します。 

 ̧ 食のボランティア団体による減塩食の試食会の実施をします。 

 

“ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 学校と連携し、食習慣や喫煙予防などについての健康教育を実施します。 

 ̧ こどもが運動やスポーツに親しみ、運動習慣を身につける活動を推進します。 

 ̧ 母子保健事業で食習慣や歯みがき、禁煙指導を実施します。 

 ̧ 園児や児童の歯みがき指導やむし歯予防の健康教育を実施します。 

 

︡Ϥ ϙ 
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ÈŧÉ  

 

 

É 町民の地域活動参加率向上（再掲） 

松崎町健康・食生活等に関するアンケート調査において、社会参加や地域活動をしてい

る高齢者の割合はおよそ半数ですが、静岡県の目標値である 75％とは差があります。ボラ

ンティアや通いの場などの地域活動に参加し、地域社会と関わりを持つことは心身の健康

に良い影響を与えると考えられています。高齢者の多い本町においても、地域活動への参

加などによる健康づくりは課題であり、ソーシャルキャピタルと呼ばれる地域住民同士の信

頼関係を築くことが大切です。地域交流を促し、町民が参加しやすい環境づくりや活動情

報を周知する必要があります。 

É 認知症に関する知識や取り組みの周知 

認知症は高齢になればなるほど起こりやすく、高齢化が進んでいる本町も例外ではあり

ません。認知症は誰もがなり得るからこそ、認知症に対する知識の普及や理解、周囲のサポ

ートが重要です。また、認知症本人が自分らしく生活できるように、医療機関に早期受診を

することの重要性や認知症本人同士や家族の交流会などの取り組みを周知することが大

切です。 

 

 

 

 

‰ τνΜοχ︡Ϥיּ ϙ 

 ̧ 身近な人と一緒にボランティアに参加します。 

 ̧ こどもや孫と一緒に地域の活動やイベントに参加、または身近な人を誘います。 

 ̧ 物忘れが気になり始めたら身近な人や医療機関に相談します。 

 

ӽ χ︡Ϥ ϙ  

 ̧ 友達や隣近所の人に声をかけあい、地区サロンなどへの参加を推進します。 

 ̧ 認知症についての講話を検討します。 

 ̧ 行政が行うあったカフェ（認知症カフェ）の内容や開催時期などの情報を周知します。 

  

ᴿ  

︡Ϥ ϙ 
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“ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 通いの場や地区サロンについての情報を発信します。 

 ̧ 新たな地域活動団体の創出や運営支援を行います。 

 ̧ 【教育委員会】生涯学習教室を毎年実施・生涯学習講演を開催します。 

 ̧ 認知症の症状やサポート方法についての情報を、広報やホームページ、LINE等を利用して発

信します。 

 ̧ あったカフェ（認知症カフェ）の内容や開催時期などの情報を周知します。 

 ̧ 認知症サポーター養成講座を開催し、認知症に対する知識を広めます。 
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ÈŨÉ  

 

 

É 骨粗しょう症によるリスクの周知・検診受診率向上 

骨粗しょう症は閉経後の女性に多く見られ、骨密度が低下することにより転倒などで骨

折しやすくなる病気です。骨粗しょう症が原因の骨折で寝たきりになることがあるため、リス

クや予防方法の周知が大切です。松崎町調べにおいて、町内の骨粗しょう症検診受診率は

増加傾向にあります。骨粗しょう症は自覚症状がほとんどないことから、高齢化が進む本町

ではより多くの女性に検診受診の重要性を周知していくことが必要です。 

É 飲酒による生活習慣病のリスクの周知 

女性は女性ホルモンの関係やアルコールを分解する働きが弱いことから、男性に比べて

アルコールの影響を受けやすく、飲酒量に注意する必要があります。さらに、女性は 1 日あ

たりの平均純アルコール摂取量が 20g（1合）以上になると、生活習慣病のリスクが高まる

と言われています。松崎町健康・食生活等に関するアンケート調査において、女性の１日の

飲酒量として１合以上と回答している割合が約半数を占めているため、飲酒による生活習

慣病のリスクや飲酒する注意点などを周知する必要があります。 

É 妊娠中の喫煙や飲酒のリスクの周知 

母子手帳交付時アンケートによると、妊婦の喫煙者数は低いですが、妊産婦の喫煙が低

体重や乳幼児突然死症候群、早産といった胎児に与える影響や出産のリスクなどを引き続

き周知する必要があります。また、町内において飲酒している妊婦はいないものの、アルコー

ルも胎児の発育や出産に影響を及ぼすことがあるため、妊娠中の飲酒によるリスクを周知

することが重要です。 

É 若い女性のやせ願望のリスクの周知 

松崎町健康・食生活等に関するアンケート調査において、BMI18.5 未満の 20～3９歳

の女性の割合は 41.7％で、静岡県の目標値である 15.5％と比較すると差があります。偏

食や過度なダイエットが与える健康リスクは栄養不足や筋肉量の減少につながり、月経や

出産への影響、将来的には糖尿病などの生活習慣病を招く恐れがあります。そのため、偏

食や過度なダイエットによるリスクやバランスの良い食事など周知することが重要です。 

 

  

ᴿ  
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τνΜοχ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 骨粗しょう症検診の受診を心がけ、周囲にも受診を呼びかけます。 

 ̧ 飲酒する際には食事と一緒に楽しみ、水をこまめに摂取します。 

 ̧ 妊娠中や授乳中の喫煙・飲酒を控えます。 

 ̧ 身近に妊産婦がいる際は禁煙・禁酒しやすい環境づくりを心がけます。 

 ̧ 主食・主菜・副菜をそろえたバランスの良い食事を心がけます。 

 

ӽ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 友達や隣近所の人に声をかけあい、検診の受診を推進します。 

 ̧ 骨粗しょう症についての講話を検討します。 

 ̧ 女性の適正飲酒について周知したり、講話を検討します。 

 

“ χ︡Ϥ ϙ 

 ̧ 骨粗しょう症予防、検診等受診の必要性についての情報を、広報やホームページ、LINE 等を

利用して発信します。 

 ̧ 母子手帳交付時や健診時に飲酒や喫煙が胎児に与える影響について情報提供を行います。 

 ̧ 学校と連携し、偏食や過剰なダイエットについての健康教育を実施します。 

 

 

 

◙  
ṁ  

ˢR͒ ˣ 

 

ˢR12 ˣ 

₃ ΰϡΞ ᾁ χΰ  
40̇70⅞ 

5⅞  
25.2̞͍̋ ᴥ 

̞͍ ≤ ϓ 

 

︡Ϥ ϙ 
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ŧ ╗  

◙  
ṁ  

ˢR͒ ˣ 

 

ˢR12 ˣ 

ṁ ͍ ˲ ᴿ ˳‰Ὤӊ  

‰Ὤӊ יּ χᾚ  
40̇74⅞ 55.3̋s R4x̞͍ 52̋  

40̇74⅞ 42.7̋ˢR4x̞2 40̋  

∂ ϬθμϑϤ 

ϓοΜϥ χ ᴥ 
 35.3̋ ̞3 50̋  

ᶨτΣΜο 

ᾚתϬ ΥΪοΜϥ χ ᴥ 
 70.0̞̋ 4 80̋  

ṁ ͍ Υϭ 

Υϭᾁ

χ  

ӴΥϭ 40⅞ӟ  8.0̞̋5 10̋  

Υϭ 40⅞ӟ  15.8̞̋6 18̋  

Υϭ 40⅞ӟ  16.5̞̋7 18̋  

◓ẋ Υϭ 20⅞ӟ  18.8̞̋8 21̋  

Υϭ 40⅞ӟ  20.4̞̋9 23̋  

ṁ ͍  

יּ χᾚ  
40̇74⅞ 

16.4̋ˢR3x  

̞10 
Ӳⱱ 

40̇74⅞ 7.1̋s R3x̞11 Ӳⱱ 

ṁ Ӱל♦ ͍  

Ӱל♦ יּ χᾚ  

40̇74⅞ 
61.7̋ˢR3x  

̞12 
59̋  

40̇74⅞ 
52.8̋ˢR3x  

̞13 
50̋  

̞͍˙͎ ᴎᾉ ὲ ʾ ὲ◙ τἰϥὲ Д˔Ќ ⁮  

̞͏˙͐ ≤ ὲῴʾ ᶨ τḩβϥϯрϾ˔Е ₰ 

̞͑˙͕ ≤ ϓ 

̞10̇11 ᴎᾉ ὲ ʾ ὲ◙ τἰϥὲ Д˔Ќ ⁮  

̞12̇13 ᴎᾉ ὲ ʾ ὲ◙ τἰϥὲ Д˔Ќ ⁮  
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◙  
ṁ  

ˢR͒ ˣ 

 

ˢR12 ˣ 

ṁ ͍ ЮЌЩзАϼЄрЖк˔Э 

ЮЌЩзАϼЄрЖк˔Э 

ᵺ יּ χᾚ  

40̇74⅞ 27.5̋ˢR3x̞͍ 26̋  

40̇74⅞ 7.0̋s R3x̞͎ 3.5̋ 

ὲ χ  40̇74⅞ 36.0̋ˢR5x ̞͏ 45̋  

ὲ◙ ☼ם χ  40̇74⅞ 25.5̋ˢR5x̞͐ 60̋  

ṁ ͏ ֵ ʾ ᶨʾ Ӿˢ Ӿ ὓᵊˣ 

Ϭ ϓϥ 

◓ςϜχᶤ›χ  

ⱪ 100.0̞̋ 5 100̋ 

ᶘ͑  70.8̞̋6 80̋  

ᶘ͎  81.5̞̋7 90̋  

‰ ͎  50.0̋s R5x̞8 80̋  

Ϭ ϓϥ χᶤ›χ  

20̇39⅞ 58.8̞̋9 85̋  

40̇64⅞ 83.5̞̋10 100τựξΪϥ 

65⅞ӟ  95.0̞̋ 11 100τựξΪϥ 

︠ ʾ︠∂ʾ ∂χ ϙ›ϩδχ 

ᶤ›χ  
20⅞ӟ  72.5̞̋12 80̋  

χ ᶘ χᶤ›χᾚ  
ᶘ  8.1̞̋13 5̋  

ᶘ  11.7̞̋14 10̋  

χ χᶤ›χᾚ  

40̇74⅞ 
57.6̋ˢR3x  

̞15 
35̋  

40̇74⅞ 
26.1̋ˢR3x  

̞16 
15̋  

Ӿτḩ χΚϥ χᶤ›χ  20⅞ӟ  47.2̞̋17 75̋  

̞͍˙͎ ᴎᾉ ὲ ʾ ὲ◙ τἰϥὲ Д˔Ќ ⁮  

̞͏ ὲ ʾ ὲ◙ χם☼ ệˢῡ ˣ 

̞͐ ◕ ⁯ ὲ Ὣᴮ 

̞͑˙͔ ᴎᾉ ︡ ệ ₰ˢễӾӦԌᵓˣ 

̞͕˙12 ≤ ὲῴʾ ᶨ τḩβϥϯрϾ˔Е ₰ 

̞13̇14 χάςϜ 

̞15̇16 ᴎᾉ ὲ ʾ ὲ◙ τἰϥὲ Д˔Ќ ⁮  

̞17 ≤ ὲῴʾ ᶨ τḩβϥϯрϾ˔Е ₰ 
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◙  
ṁ  

ˢR͒ ˣ 

 

ˢR12 ˣ 

ṁ ͏ ᶨ ʾ֫  

ὲῴϬӪ꜡ΰο Ϭ ΤβϢΞτ 

ΥΪοΜϥ χᶤ›χ  

20⅞ӟ  33.7̞͍̋ 60̋  

20⅞ӟ  35.8̞͎̋ 60̋  

ṁ ͏ Ẉ ʾάάϧχὲῴʾ  

πẈ Υ τ 

ρϦοΜϥ χᶤ›χ  

40̇74⅞ 60.9̞̋3 70̋  

40̇74⅞ 53.8̞̋4 70̋  

ІЕйІχ ︣Υ 

ΜσΜ χᶤ›χᾚ  
20⅞ӟ  11.0̞̋ 5 10̋ӟᴞ 

ᶚΰϙϞ ΦΥΜχΚϥ ᶨϬ 

ΰοΜϥ χᶤ›χ  
20⅞ӟ  62.9̞̋6 80̋  

ṁ ͏ ṹנʾԐ  

Ḉ ṹיּנχᶤ›χᾚ  
20⅞ӟ  18.7̞̋7 12̋  

20⅞ӟ  5.8̞̋8 5̋ ӟᴞ 

Ԑ ˢϕϖיּ ˣχᶤ›χᾚ  
20⅞ӟ  36.7̞̋9 30̋  

20⅞ӟ  9.5̞̋10 ͒̋ 

χṹיּנϬσΨβ  0 ˢR5x̞11 0  

χԐ ϬσΨβ  0יּ ˢR5x̞12 0  

̞͍˙͎ ≤ ὲῴʾ ᶨ τḩβϥϯрϾ˔Е ₰ 

̞͏˙͒ ≤ ὲῴʾ ᶨ τḩβϥϯрϾ˔Е ₰ 

͒ τם☼ΰθϯрϾ˔Е ₰ 27πˮΰοΜϥ˯ρᵕ ΰθᶤ›Ϭṁ ρΰο

ΜϘβʻ 

̞͓˙10 ≤ ὲῴʾ ᶨ τḩβϥϯрϾ˔Е ₰ 

̞11̇12 ◓︣ ῖ ⱲϯрϾ˔Е 
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◙  
ṁ  

ˢR͒ ˣ 

 

ˢR12 ˣ 

ṁ ͏ ⱦʾῢ‘χὲῴˢⱦᴬῢ‘ ὲὓᵊˣ 

͑⅞ⱪχϚΰⱦ 

͑ ӟ Ὂᾓּיχᶤ›χᾚ  
͑⅞ⱪ 4.2̋s R5x̞͍ ᾚ  

ᶘ͍ χϚΰⱦ 

Ὂᾓּיχᶤ›χᾚ  
ᶘ͍  10.3̋ˢR5x̞͎ 10̋ӟᴞ 

ᵃẠ͍ ḧτⱦᴬὲ Ϭ 

ΰθ χᶤ›χ  
20⅞ӟ  57.3̞̋͏ 65̋  

ⱦ Ḇᾁכ χ  
20̋30̋40̋

50̋60̋70⅞ 
12.5̋ ̞͐ 15̋  

ṁ ͐ ӽᶨ χᶨ ᴟρḕẽξΨϤ 

ӽᶨ τ╥ᴥΰοΜϥ χ ᴥ 20⅞ӟ  46.8̞̋5 60̋  

ˮ Μχ ˯ χ ᴥ  9Τ ˢR5x̞6 11Τ  

ṁ ͑  

₃ ΰϡΞ ᾁ χΰ  
40̇70⅞ 

5⅞  
25.2̞̋7 ᴥ 

̞͍ ᴎᾉ͑⅞ⱪⱦᴬ ₰ 

̞͎ ᶘ ⱦᴬ ὲ ₰ 

̞͏ ≤ ὲῴʾ ᶨ τḩβϥϯрϾ˔Е ₰ 

̞͐ ≤ ϓ 

̞͑ ≤ ὲῴʾ ᶨ τḩβϥϯрϾ˔Е ₰ 

̞͒ ≤ ϓ 

̞͓ ≤ ϓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

 

 

 

 

 

 

 

ū  ǡ  
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Ŧ ǡ  

ˢ͍ˣ Ϟᴪ χ ᶤ 

町の健康づくりを推進するためには町民自らが健康に関心を持ち、健康を心がけた生活を実

践していくことが不可欠です。 

また、自分の健康だけでなく、子どもや高齢者の健康にも気を配ることが大切です。自分が食

事や運動面などを意識することで子どもの食育や高齢者の運動促進につなげることに努めまし

ょう。 

お互いに助け合い、心安らぐ家庭環境にすることは町民のこころの健康を保つ上で重要です。 

町や地域、学校、職場などが主催する健康づくりの活動やイベントに参加してみましょう。 

 

ˢ͎ˣ ӽᶨ χ ᶤ 

地域は町民にとって生活基盤であり、地域を形成していくのも町民一人ひとりです。そのため、

町民が積極的に健康づくりに取り組むことが地域の健康につながります。 

食育やスポーツ活動への参加の呼びかけ、ボランティア活動、相談事業など、各団体で取り組

みを推進しつつ、活動団体同士の連携を強化し、町民が健康的な生活を心がけるような環境づ

くりに努めます。また、地域での交流を大切にすることは健康意識の向上や単なる情報交換では

なく、町の連帯感を育み、町民の幸福度を高める上でも重要なことから、地域での交流を活発

化させていきます。 

 

ˢ͏ˣ χ ᶤ 

町民の健康づくりを推進するために県や関係団体・事業所と連携し、町が抱える健康課題に

向けて、町民が健康管理をしやすくするための環境整備や取り組みを進めます。 

効率的に取り組みを進めるためにも、積極的に健康づくりについての情報を発信し、町民や

地域活動団体の活動の支援を行います。 

 

ŧ ǡ  

 

本計画を進めるにあたり、PDCAの手法を用いて年度ごとに取り組みや課題について検証し進

行管理に努めます。年度ごとの評価については町民や地域活動団体、関係団体、町の職員で構成

される「松崎町保健対策推進協議会」で実施します。 

 

 

 

 

 

 

ƅơƖƣ ŹƤ 

ŶƘƩ ŸƝƚƘƠ 

Ǟ ǘǀ  

ȅ ǌǾǒǴǡ 

ǽ ǲȅ ǙǱǌ¡ 

Ǟ ǄǙ   

ǽ ǲȅ ǊǱǌ¡ 

¤לּ ȅ ǱƻǙ 

¤ ȅ ǊǱǌ¡ 

ǽ ǲȅ Ǌ 

ǡ ǡ №   ȅלּ

ƷǱǌ¡ 
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87 

Ŧ  ¤ Ǟ ǌǾȋɜȚºȱ  וֹ

ÈŦÉ  

 

 

͍. ₰χ  

松崎町は、令和２年度に第４期健康増進計画を策定し、計画に基づき町民一人ひとりの健康増進並

びに生活習慣病予防を実現するために、健康づくり施策を進めてきました。 

次期計画策定の時期をむかえ、今期計画の評価および次期計画の策定のための貴重な資料とするた

め、本調査を実施いたしました。 

 

͎. ₰χ ὓ 

調査地域 松崎町 

調査対象 町内在住の18歳以上 

標本数 1000 

調査方法 郵送発送・郵送回収 

調査期間 2024年11月13日（水）～2024年12月２日（月） 

 

͏. ᵕ ệ 

発送数 1000 

回収数 447 

有効回収数※ 447 

有効回収率 44.7％ 

※有効回収数とは、回答が著しく少ないものを除いた数です。 

 

͐. ⁮ Ϭᾋϥ∑χ ӪⱧ‮ 

Õ 比率はすべて百分比であらわし、小数点以下第２位を四捨五入しています。このため、百分比の

合計が 100％にならないことがあります。 

Õ 基数となるべき調査数は、n と表示しており、回答比率はこれを 100％として算出しています。 

Õ 複数の回答が許されている設問においては、回答比率の合計が 100％を超えることがあります。 
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ÈŧÉ ֹו 

͍ Κσθέꜛ τνΜο 

͍.  

͍ ϬΣ ΠΨιήΜʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 性別では、「女性」61.5％、「男性」37.6％などとなっています。 

͎.  

͎ ϬΣ ΠΨιήΜʻs ⱫϬṜ ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 年代では、「70 代」35.3％が最も多く、以下「80 代以上」21.5％、「60 代」19.5％、「50 代」13.0％と

なっています。 
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͏. ᴪ    

͏ ᴪ   τνΜοΣ ΠΨιήΜʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 家族構成では、「夫婦のみ世帯」40.5％が最も多く、以下「２世代世帯（親と子）」29.8％、「一人暮ら

し」16.6％となっています。 
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͐. Ộ 

͐ Κσθχ Ộ ϬΣ ΠΨιήΜʻs ︠σϜχτ̓Ϭ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 職業では、「年金生活者」30.4％が最も多く、以下「無職」16.6％、「非正規職員（契約社員・パート・

アルバイト）」16.3％、「自営業（農林漁業・商工サービス業など家族従業者を含む）」16.1％、「正規職

員（会社員・公務員など）」11.4％となっています。 
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37 ᾝ∕χ` χϼкІ ὓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の幸福度別でみると、５点～０点は『年金生活者・その他の職業』37.8％と、10 点～９点や８点

～６点に比べて多くなっています。一方で、10 点～９点と８点～６点とで『有職』の割合に大きな差は

見られませんでした。 
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͑.  

͑ ᾝ∕χ ʾ ϬΣ ΠΨιήΜʻs ᾿גּ◌ ΰο πṜ ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 身長では、「150cm ～155cm 未満」24.8％が最も多く、以下「155cm ～160cm 未満」17.9％、「160cm 

～165cm 未満」17.0％、「150cm 未満」13.2％、「165cm ～170cm 未満」10.5％となっています。 
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͒.  

͑ ᾝ∕χ ʾ ϬΣ ΠΨιήΜʻs ᾿גּ◌ ΰο πṜ ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 体重では、「50kg～55kg 未満」18.3％が最も多く、以下「45kg～50kg 未満」15.2％、「55kg～60kg 未

満」12.8％、「45kg 未満」と「60kg～65kg 未満」、「70kg～」は 12.5％となっています。 
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͓. ͗͢͞ 

͑ ᾝ∕χ ʾ ϬΣ ΠΨιήΜʻs ᾿גּ◌ ΰο πṜ ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＢＭＩでは、「普通体重：18.5～25 未満」62.6％が最も多く、以下「肥満：25～」19.2％、「低体重：

18.5 未満」10.7％となっています。 

 

 

19 ᶨτΣΜοʺᾚתϬ ΥΪοΜϥΤ χϼкІ ὓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食生活において、減塩を心がけているか別でみると、いいえは「肥満：25～」27.9％と、はいに比べ

て多くなっています。 
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͎ ὲῴτνΜο 

͔. ꜛ ψὲῴιρ◘ΞΤ 

͒ Κσθψʺώιϭꜛ ψὲῴιρ◘ΜϘβΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 自分は健康だと思うかでは、「健康だと思う」17.4％と「まあ健康だと思う」55.0％を合わせた『健康

だと思う』72.5％が多く、「あまり健康でないと思う」17.9％と「健康でないと思う」8.7％を合わせた

『健康でないと思う』26.6％となっています。 
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͕. ὲῴχ Τϣᾋοʺꜛ χ ᶨ ḈϬςΞ◘ΞΤ 

͓ ὲῴχ Τϣᾋοʺꜛ χ ᶨ ḈϬςΞ◘ΜϘβΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 健康の面から見て、自分の生活習慣をどう思うかでは、「よいと思う」8.9％と「まあよいと思う」45.6％

を合わせた『よいと思う』54.6％が最も多く、以下「どちらともいえない」24.2％、「あまりよくないと

思う」16.3％と「よくないと思う」4.0％を合わせた『よくないと思う』20.4％となっています。 
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37 ᾝ∕χ` χϼкІ ὓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の幸福度別でみると、10 点～９点は『よいと思う』75.9％と７割強を占めており、５点～０点に

比べて２倍以上の差があります。 
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10. ὲῴτḩβϥ ᾛ 

͔ ώιϭʺὲῴτḩβϥ ϬςάΤϣ οΜϘβΤʻs ΚοψϘϥϜχ οτ̓ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 健康に関する情報源では、「ＴＶ・ラジオ・新聞等」64.7％が最も多く、以下「医療機関」45.2％、「友

人・知人・職場の人」32.2％、「インターネット」29.3％、「家族」26.0％となっています。 
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11. ὲˢᾁˣ Ϟ ḧЖАϼχ ệ 

͕ ὲˢᾁˣ Ϟ ḧЖАϼϬ ΪοΜϘβΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 健（検）診や人間ドックの受診状況では、「毎年受けている」60.6％、「過去５年以内に１回以上受け

た」15.2％と「まったく受けたことがない」10.1％、「６年以上受けていない」9.4％を合わせた『毎年受

けていない』34.7％となっています。 
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12. ΰσΜ  

͕˵͍ ΰσΜ ψᴡπβΤʻs ΚοψϘϥϜχ οτ̓ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎年受診しない理由では、「医療機関に通院していたから」49.7％が最も多く、以下「心配な時いつで

も医療機関を受診できるから」30.3％、「時間がとれないから」14.2％、「毎年受ける必要を感じないか

ら」と「面倒であるから」は 12.9％となっています。 
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13. ςχϢΞσ ệσϣ ṍ τὲˢᾁˣ Ϭ Ϊϥρ◘ΞΤ 

10 ςχϢΞσ ệσϣ ṍ τὲˢᾁˣ Ϭ Ϊϥρ◘ΜϘβΤʻs ΚοψϘϥϜχ οτ̓ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 どのような状況なら定期的に健（検）診を受けると思うかでは、「案内通知が来る」53.2％が最も多く、

以下「複数の健（検）診を１回で受けられる」33.1％、「健（検）診料が無料である」29.8％、「待ち時

間が少ない」24.8％、「会場が家に近い」23.3％となっています。 
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͕ ὲˢᾁˣ Ϟ ḧЖАϼχ ệ χϼкІ ὓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健（検）診や人間ドックの受診状況別でみると、『毎年受けている』は「案内通知が来る」68.6％、「職

場で受けられる」27.3％、「健（検）診料が無料である」36.5％と、『毎年受けていない』に比べて多く

なっています。 
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14. τσϥᾖԍ 

11 τσϥᾖԍρ◘ΞϜχψᴡπβΤʻs ΚοψϘϥϜχ οτ̓ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 糖尿病になる原因では、「糖分の摂り過ぎ」80.5％が最も多く、以下「運動不足」70.7％、「肥満」55.7％、

「遺伝」48.8％、「塩分の摂り過ぎ」23.3％となっています。 
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15. ‰Ὤӊ τσϥᾖԍ 

12 ‰Ὤӊ τσϥᾖԍρ◘ΞϜχψᴡπβΤʻs ΚοψϘϥϜχ οτ̓ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高血圧症になる原因では、「塩分の摂り過ぎ」84.1％が最も多く、以下「運動不足」59.5％、「肥満」

48.3％、「遺伝」37.1％、「喫煙」21.7％となっています。 
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16. Ὤӊ Ϭ“Ξ  

13 Ὤӊ ψΣΣϢζςχΨϣΜχ π“μοΜϘβΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 血圧測定を行う頻度では、「年に数回」30.4％が最も多く、以下「毎日」24.6％、「月に数回」22.6％と

なっています。 

 

19 ᶨτΣΜοʺᾚתϬ ΥΪοΜϥΤ χϼкІ ὓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食生活において、減塩を心がけているか別でみると、いいえは「年に数回」41.0％と、はいに比べて

多くなっています。 
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17. ͍ χ  

14 ▫ⱧϞᴪⱧϬḯϛο͍ ςχΨϣΜ ΦϘβΤʻs ςκϣΤ ⱫπṜ ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １日の歩数では、「4000 歩未満」15.9％、「7000 歩未満」10.3％などとなっています。 
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18. Ϭρϥ  

15 Κσθψʺώιϭ Ϭ τςχΨϣΜρϤϘβΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 朝食をとる頻度では、「ほとんど毎日」90.4％、「ほとんどない」4.5％などとなっています。 
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20 39  85  

40 64  100ǲ ǬǘȒ 

65 ̊ʣ 100ǲ ǬǘȒ 

 

ǀѼᶥǵ ǁ 

ȀȒ/ ᶥ ȀǱǋ 

/ ᶥ ȀǱǋ/ȂǯȚǰ ȀǱǋ 
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72.5 10.7 9.2 5.4 2.2n=447

0% 25% 50% 75% 100%

ǮǛȆǜ Ǟũ Ū Ǟŧ Ũ

ǮǛȆǜǝƷ

72.5 25.3 2.2n=447

0% 25% 50% 75% 100%

ÖǮǛȆǜ × Ö Ū ×זּ∙

19. τ︠ ʺ︠∂ʺ ∂χ͏νϬ ϙ›ϩδο ϓϥάρΥ͍ ͎ᵕӟ Κϥ  

16 Κσθψʺ︠ ˢέψϭʺОрʺϛϭσςχ ˣ̋ ︠∂ˢậʺ ʺ ʺ ʾ Ϭ︠∙

τΰθ ˣ̋ ∂ˢ ∂ʺΦχάʺԇ ʺᵤ Ϭ︠∙ ρΰθ ˣχ͏νϬ ϙ›ϩδο ϓϥ

άρΥ͍ ͎ᵕӟ Κϥχψʺ τᴡ ΚϤϘβΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主食、主菜、副菜の３つの摂食頻度では、「ほとんど毎日」72.5％、「週に４～５日」10.7％と「週に

２～３日」9.2％、「ほとんどない」5.4％を合わせた『週５日以下』25.3％となっています。 

 

χϼкІ ὓˢ ʿם  ᴞ ʿ̋ˣ 

 

 ϕ
ρ
ϭ
ς

 

͑

ӟ
ᴞ

 

ᵕ

 

 
  447   324   113    10 

100.0  72.5  25.3   2.2 

 
  166   114    49     3 

100.0  68.7  29.5   1.8 

 
  274   205    63     6 

100.0  74.8  23.0   2.2 

̞ᵕ ψ20⅞ӟיּ χϙ 

 

֓  

ῴ β∆Ṕ  

̉ᴇ ₴↓ Ι 

ƞʺ ɵʺ ɵ҇ ǵ ȆֻȖǢǵҊֻǵʣ  

20 ̊ʣ 80  

 

ǀѼᶥǵ ǁ 

ȂǯȚǰ / ǲ / ǲ  

/ȂǯȚǰǱǋ 



 

109 

72.5

77.0

64.8

25.3

22.0

33.6

2.2

1.0

1.6

n=447

ǢƷ

n=313

ƷƷƻ

n=122

0% 25% 50% 75% 100%

ÖǮǛȆǜ × Ö Ū ×זּ∙

19 ᶨτΣΜοʺᾚתϬ ΥΪοΜϥΤ χϼкІ ὓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食生活において、減塩を心がけているか別でみると、はいは『ほとんど毎日』77.0％と、いいえに比

べて多くなっています。 
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54.9 

28.3 

16.8 

16.8 

8.8 

17.7 

5.3 

0% 20% 40% 60%

ƿƾƾǾƾǼ

ƿǝƷƾǼ

ǡ ƿǝƷƾǼ

ƿ ǂǝǾƾǼ

ƿ ƷƾǼ

ǐǡ

n=113

20. ︠ ʺ︠∂ʺ ∂χ͏νϬ ϙ›ϩδο ϓϥάρΥπΦσΜ  

16˵͍ ︠ ʺ︠∂ʺ ∂χ͏νϬ ϙ›ϩδο ϓϥάρΥπΦσΜ ψᴡπβΤʻ 

 ˢΚοψϘϥϜχ οτ̓ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 主食、主菜、副菜の３つを組み合わせて食べることができない理由では、「手間がかかるから」54.9％

が最も多く、以下「時間がないから」28.3％、「食費の余裕がないから」と「量が多くなるから」は 16.8％

となっています。 
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35.3 61.7 2.9n=447

0% 25% 50% 75% 100%

ǢƷ ƷƷƻ

40.3 54.6 5.1n=447

0% 25% 50% 75% 100%

ǖǙƷǾ ǼǝƷ

21. ∂ ϬθμϑϤ ϓοΜϥΤ 

17 Κσθψʺ ∂ ϬθμϑϤˢ͍ ͑╡ʺ350; ˣ ϓοΜϘβΤʻs ̓ψ͍ν  x

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 毎日野菜料理をたっぷり食べているかでは、「いいえ」61.7％、「はい」35.3％となっています。 

 

 

ת .22 ︡χ Ϭ μοΜϥΤ 

ת 18 ︡χ Ϭ μοΜϘβΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 塩分摂取の目標量を知っているかでは、「知らない」54.6％、「知っている」40.3％となっています。 
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70.0 27.3 2.7n=447

0% 25% 50% 75% 100%

ǢƷ ƷƷƻ

32.0 55.9 10.5 1.6n=447

0% 25% 50% 75% 100%

Ǜǀǜǀ ǮǛȆǜ ǊǝƷ

87.9 10.5 1.6n=447

0% 25% 50% 75% 100%

Ö ǊǙƷǾ× ÖǮǛȆǜ ǊǝƷ×

23. ᶨτΣΜοʺᾚתϬ ΥΪοΜϥΤ 

19 ώιϭχ ᶨτΣΜοʺᾚתϬ ΥΪοΜϘβΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 食生活において、減塩を心がけているかでは、「はい」70.0％、「いいえ」27.3％となっています。 

 

24. ʾ ʾ χ͏ ӟᵰτḧ ϞḖΜ Ϭ ︡βϥ  

20 ʾ ʾ χ͏ ӟᵰτḧ ϞḖΜ ϬςχΨϣΜχ π ︡ΰοΜϘβΤʻ 

 ˢ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３食以外に間食や甘い物を摂取しているかでは、「毎日」32.0％と「ときどき」55.9％を合わせた『摂

取している』は 87.9％、「ほとんど摂取しない」10.5％となっています。 
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21.0 76.7 2.2n=447

0% 25% 50% 75% 100%

ǢƷ ƷƷƻ

67.8 

62.2 

59.5 

54.4 

51.5 

40.5 

36.7 

23.7 

1.8 

2.2 

1.6 

0% 25% 50% 75%

ƽƷǊǈ

ǲ

לּ

¤ ǡ

↨

♁ לּ

¤ ǀǈ

ǐǡ

ǞǝǊ

n=447

25. ͏ᵕӟ χ͎Ⱳḧӟ τ ϬρϥΤ 

21 χ͎Ⱳḧӟ τ ϬρϥάρΥ ͏ᵕӟ ΚϤϘβΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 週３回以上就寝前の２時間以内に夕食をとるかでは、「いいえ」76.7％、「はい」21.0％となっていま

す。 

 

26. Ϭ ϐ∑ʺ ♪βϥ  

22 Ϭ ϐ∑ʺ ♪βϥ ψᴡπβΤʻs ΚοψϘϥϜχ οτ̓ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 食品を選ぶ際、重視する点では、「おいしさ」67.8％が最も多く、以下「鮮度」62.2％、「好み」59.5％、

「価格」54.4％、「季節感・旬の食品」51.5％となっています。 
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67.8 

62.2 

59.5 

54.4 

51.5 

40.5 

36.7 

23.7 

1.8 

2.2 

1.6 

66.7 

67.8 

55.2 

57.5 

60.9 

44.8 

50.6 

24.1 

1.1 

1.1 

1.1 

67.7 

63.6 

60.9 

53.2 

53.6 

40.5 

36.8 

25.0 

1.8 

1.8 

1.4 

71.4 

57.1 

63.0 

56.3 

43.7 

40.3 

26.1 

21.8 

1.7 

2.5 

0.8 

0% 25% 50% 75%

ƽƷǊǈ

ǲ

לּ

¤ ǡ

↨

♁ לּ

¤ ǀǈ

ǐǡ

ǞǝǊ

n=447

10 Ů n=87

ŭ ū n=220

Ū ť n=119

37 ᾝ∕χ` χϼкІ ὓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の幸福度別でみると、10 点～９点は「栄養価」50.6％、「季節感・旬の食品」60.9％、「鮮度」67.8％

と、８点～６点や５点～０点に比べて多くなっています。 
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10.1 29.8 41.6 16.8 1.8n=447

0% 25% 50% 75% 100%

ƷǗǵǊǙƷǾ ǛǀǜǀǊǙƷǾ ƵǱǽǊǙƷǝƷ

ƷǗǵǊǙƷǝƷ

39.8 58.4 1.8n=447

0% 25% 50% 75% 100%

ÖǊǙƷǾ× ÖǊǙƷǝƷ×

27. Ϭ† βϥⱲϞᵰ βϥⱲτֵ ꜘϬ╥―τΰοΜϥΤ 

23 Κσθψ ώ̋ιϭ Ϭ† βϥⱲϞᵰ βϥⱲτ ς̋χ ʺֵ ꜘϬ╥―τΰοΜϘ

βΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 食品購入時等に成分表示を参考にしているかでは、「あまりしていない」41.6％と「いつもしていない」

16.8％を合わせた『していない』58.4％が多く、「いつもしている」10.1％と「ときどきしている」29.8％

を合わせた『している』39.8％となっています。 
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ӡ ȅ╗ Ǟ Ǽǌּק Ǜ ǬǾ

Ӣ ȅ╗ Ǟ Ǽǌּק Ǜ ǬǾ

ӣ ȅ╗ Ǟ Ǽǌּק Ǜ ǬǾ

52.1

36.7

61.5

4.0

6.9

6.0

4.5

15.4

5.6

3.4

7.8

1.3

26.0

21.9

15.9

10.1

11.2

9.6

0% 25% 50% 75% 100%

È Ǟū Ŭ ÉǮǛȆǜ Ǟũ Ū

Ǟŧ Ũ ǞŦ

ǮǛȆǜǝƷ
n=447

28. ԁ τ ϣβᴪ ρ ϬӤϚ  

24 ԁ τ ϣβᴪ ( ạּיϬḯϚ)ρρϜτʺ ʺ ʺ Ϭ ϓϥṐᵓψςχΨϣΜΚϤϘ

βΤʻs ̓ψζϦηϦ͍νγνˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ①朝食を一緒に暮らす家族と食べる頻度では、「（週に６～７日）ほとんど毎日」52.1％、「ほとんどな

い」26.0％などとなっています。 

 ②昼食を一緒に暮らす家族と食べる頻度では、「（週に６～７日）ほとんど毎日」36.7％が最も多く、

以下「ほとんどない」21.9％、「週に２～３日」15.4％となっています。 

 ③夕食を一緒に暮らす家族と食べる頻度では、「（週に６～７日）ほとんど毎日」61.5％、「ほとんどな

い」15.9％となっています。 
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18.8 28.4 27.3 13.4 7.8 4.3n=447

0% 25% 50% 75% 100%

ƿƵǾ ǜǔǼƾǛƷƻǣ ƿƵǾ

ǜǔǼǛǵƷƻǝƷ ǜǔǼƾǛƷƻǣ ƿǝƷ

ƿǝƷ

47.2 27.3 21.3 4.3n=447

0% 25% 50% 75% 100%

Ö ƿƵǾ× ÖǜǔǼǛǵƷƻǝƷ×

Ö ƿǝƷ×

͐ ӾτνΜο 

29. ˮ Ӿ˯ϒχḩ  

25 Κσθψˮ Ӿ˯τḩ ΥΚϤϘβΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「食育」への関心度では、「関心がある」18.8％と「どちらかといえば関心がある」28.4％を合わせた

『関心がある』47.2％が最も多く、以下「どちらともいえない」27.3％、「どちらかといえば関心がない」

13.4％と「関心がない」7.8％を合わせた『関心がない』21.3％となっています。 

χϼкІ ὓˢ ʿם  ᴞ ʿ̋ˣ 

 

 ḩ

Υ
Κ
ϥ

 

ς
κ
ϣ
ρ
Ϝ
Μ
Π
σ
Μ

 

ḩ

Υ
σ
Μ

 

ᵕ

 

 
  447   211   122    95    19 

100.0  47.2  27.3  21.3   4.3 

 
  166    51    51    60     4 

100.0  30.7  30.7  36.1   2.4 

 
  274   154    71    34    15 

100.0  56.2  25.9  12.4   5.5 

̞ᵕ ψ20⅞ӟיּ χϙ 

֓  

ῴ β∆Ṕ  

̉ᴇ ₴↓ Ι 

ƞ ǲ ⱲǵǉȒ˲ǵҊֻǵʣ  

20 ̊ʣ 75  

 

ǀѼᶥǵ ǁ 

ⱲǓǉȒ/ǰǨȐǒǯǋǏǷ ⱲǓǉȒ 

/ǰǨȐǒǯǋǏǷ ⱲǓǱǋ/ ⱲǓǱǋ 

/ȖǒȐǱǋ 
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47.2

52.7

32.8

27.3

26.8

28.7

21.3

16.3

35.2

4.3

4.2

3.3

n=447

ǢƷ

n=313

ƷƷƻ

n=122

0% 25% 50% 75% 100%

Ö ƿƵǾ× ÖǜǔǼǛǵƷƻǝƷ× Ö ƿǝƷ×

19 ᶨτΣΜοʺᾚתϬ ΥΪοΜϥΤ χϼкІ ὓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食生活において、減塩を心がけているか別でみると、はいは『関心がある』52.7％と、いいえに比

べて多くなっています。一方で、相反するように、いいえは『関心がない』35.2％が多くなっており、

はいに比べて２倍以上の差があります。 
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ǡ Ǭ Ǌǝǜ ƿ Ǔƾ
Ǽ

ÈƿȆ  ǝǜÉǡ ƿנּ
ǞǝǖǙƷǾƾǼ

ǡ ǿÈ♁ ȹɒɜȢ  ǝ
ǝǜÉƿ ǞǝǖǙƷǾƾǼ

ǡ↨ ƿ ǓƾǼ

ǜǵǡ ǡ ǝ ╔ǡǒǴǞ Ǔ
ƾǼ

ǷǷǎǌǁƿ ǞǝǖǙƷǾƾǼ

ǡּג Ƿ Ǟ ǌǾ ǡ ƿ ǿǙ
ƷǾƾǼ

ǝǜ Ǜ Ǌǒ
ƿ ǓƾǼ

ȅ ƾǼǡ Ǟ∟ ǊǌǁǝƷǆ
Ǜƿ ǓƾǼ

ǞǱǗȂǾ ╓ǡ Ƿטּ ȅ ǾǆǛ
ƿ ǓƾǼ

Ǜ ǡ ǡ   ƿ ǽǝ
ƷǛ ƹƾǼ

ǐǡ

60.7 

55.5 

46.4 

43.6 

29.4 

26.1 

18.0 

17.5 

17.1 

13.7 

2.8 

2.8 

3.3 

0% 25% 50% 75%

n=211

30. ˮ Ӿ˯τḩ ΥΚϥ  

25˵͍ ˮ Ӿ˯τḩ ΥΚϥ ψᴡπβΤʻs ΚοψϘϥϜχ οτ̓ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「食育」に関心がある理由では、「生活習慣病（がん、糖尿病など）の増加が問題になっているから」

60.7％が最も多く、以下「食生活の乱れ（栄養バランス、不規則な食事など）が問題になっているから」

55.5％、「食品の安全確保が重要だから」46.4％、「子どもの心身の健全な発育のために必要だから」

43.6％、「肥満ややせすぎが問題になっているから」29.4％となっています。 
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ǐǡ

ÈƿȆ  ǝǜÉǡ ƿנּ

ǞǝǖǙƷǾƾǼ

ǡ ǿÈ♁ ȹɒɜȢ  ǝ

ǝǜÉƿ ǞǝǖǙƷǾƾǼ

ǡ↨ ƿ ǓƾǼ

ǜǵǡ ǡ ǝ ╔ǡǒǴǞ Ǔ

ƾǼ

ǷǷǎǌǁƿ ǞǝǖǙƷǾƾǼ

ǡ Ǭ Ǌǝǜ ƿ Ǔƾ

Ǽ

ǡּג Ƿ Ǟ ǌǾ ǡ ƿ ǿǙ

ƷǾƾǼ

ǝǜ Ǜ Ǌǒ

ƿ ǓƾǼ

ȅ ƾǼǡ Ǟ∟ ǊǌǁǝƷǆ

Ǜƿ ǓƾǼ

ǞǱǗȂǾ ╓ǡ Ƿטּ ȅ ǾǆǛ

ƿ ǓƾǼ

Ǜ ǡ ǡ   ƿ ǽǝ

ƷǛ ƹƾǼ

60.7 

55.5 

46.4 

43.6 

29.4 

26.1 

18.0 

17.5 

17.1 

13.7 

2.8 

2.8 

3.3 

64.2 

55.2 

50.9 

38.2 

27.9 

23.6 

15.2 

19.4 

16.4 

12.1 

3.6 

1.2 

3.0 

47.5 

60.0 

30.0 

67.5 

32.5 

35.0 

30.0 

10.0 

20.0 

22.5 

0.0 

5.0 

5.0 

0% 25% 50% 75%

n=211

ǢƷ n=165

ƷƷƻ n=40

19 ᶨτΣΜοʺᾚתϬ ΥΪοΜϥΤ χϼкІ ὓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食生活において、減塩を心がけているか別でみると、いいえは、「子どもの心身の健全な発育のために

必要だから」67.5％と、はいに比べて多くなっています。一方で、はいは「食品の安全確保が重要だか

ら」50.9％、「生活習慣病（がん、糖尿病など）の増加が問題になっているから」64.2％と、いいえに比

べて多くなっています。 
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81.4 6.3 9.8 2.5n=447

0% 25% 50% 75% 100%

ǊǙƷǾ

  ǊǙƷǝƷƿ  ǊǒƷǛ ǖǙƷǾ

ǊǙƷǝƷ

81.4 16.1 2.5n=447

0% 25% 50% 75% 100%

Ö ǊǙƷǾ× Ö ǊǙƷǝƷ×

31. ▀ χ► ệ 

26 Κσθψʺ ▀ ˢ ᾕπρϦϥ ∙σςˣϬ► ΰθϤʺ ϓθϤΰοΜϘβΤʻ 

 ˢ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地場産品の使用状況では、「使用している」81.4％、「現在、使用していないが、使用したいと思って

いる」6.3％と「使用していない」9.8％を合わせた『使用していない』16.1％となっています。 
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31.9 

26.4 

20.8 

11.1 

4.2 

1.4 

0.0 

9.7 

27.8 

4.2 

0% 10% 20% 30% 40%

ǡ ȅ ǼǝƷƾǼ

ǊǒƷ ƿǝƷƾǼ

Ǟ ǿǾ ȅ ǼǝƷƾǼ

ƿ ƷƾǼ

ƿȂƾǼǝƷƾǼ

Ƿ ƿǻǂǝƷƾǼ

ƿǻǂǝƷƾǼ

ǐǡ

ǞǝƷ

n=72

32. ▀ Ϭ► ΰοΜσΜ  

26˵͍ ▀ Ϭ► ΰοΜσΜ ψᴡπβΤʻs ΚοψϘϥϜχ οτ̓ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地場産品を使用していない理由では、「松崎町の地場産品を知らないから」31.9％が最も多く、以下

「特にない」27.8％、「使用したい地場産品がないから」26.4％、「手に入れる場所を知らないから」20.8％、

「値段が高いから」11.1％となっています。 
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35.3 63.5 1.1n=447

0% 25% 50% 75% 100%
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33. ͍ ӟ Ὃ ΰο֫ ϞІЪ˔БϬ“μοΜϥΤ 

27 Κσθψʺ͍ ӟ Ὃ ΰο֫ ϞІЪ˔БϬ“μοΜϘβΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 １年以上継続して運動やスポーツを行っているかでは、「していない」63.5％、「している」35.3％と

なっています。 
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34. “μοΜϥ֫ χ  

27˵͍ ︠τςϭσ֫ ϬΰοΜϘβΤʻs ΚοψϘϥϜχ οτ̓ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 行っている運動の種類では、「ウォーキング」53.8％が最も多く、以下「ストレッチ」27.8％「ラジオ

体操」18.4％、「筋トレ」11.4％となっています。 
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35. ͍ᵕ30 ӟ χˮὖΨḑϬΤΨ֫ ˯Ϭβϥ  

27˵͎ ςχΨϣΜχ π͍ᵕ30 ӟ χˮὖΨḑϬΤΨ֫ ˯ϬΰοΜϘβΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １回 30 分以上の「軽く汗をかく運動」をする頻度では、「週に３回以上」58.2％が最も多く、以下「週

に１～２回」17.7％、「月に１～２回」11.4％となっています。 

 

 

37 ᾝ∕χ` χϼкІ ὓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の幸福度別でみると、10 点～９点は「週に３回以上」75.8％となっており、８点～６点や５点～

０点に比べて多くなっています。 
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ƷǖǊǺǞǌǾ ƿƷǝƷƾǼ

ǚ ȅ ƾǎǙƷǾǡǚ  Ǟ◖ ǌ
Ǿ ƿǝƷƾǼ

ǓƾǼ

◖ ǌǾ ƿǝƷƾǼ

ǡ ǚǚǀǝƷƾǼ

ƿǝƷ ǱǒǢ ƿ ǚƵǾƾǼ

ƿǝƷƾǼ

ǡ ǝǜǡȂƾǽǷǌƷ ƿ
ǝƷƾǼ

ƻǙǂǿǾ ƿƷǝƷƾǼ

◖ ǌǾǒǴǡ ƿƾƾǾƾǼ
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36. ֫ ḈΥσΜ  

27˵͏ ζχ ψᴡπβΤʻs ΚοψϘϥϜχ οτ̓ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 運動習慣がない理由では、「仕事で体を動かせているので、特に運動する必要がないから」26.8％が最

も多く、以下「面倒だから」25.0％、「運動する時間がないから」22.2％、「健康上の理由でできないか

ら」20.8％、「施設がない、または交通が不便であるから」12.0％となっています。 
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ȢɆºȭȍɂɜȱǡ

◖ ÈȢɆºȭȡɉǝǜÉ

ǞǻǾȋȲȹȍȢ

╓ǡ

◖ ǌǾǛɆȍɜȱƿ ǈǿǾȋɀɓ

ȏȒºȖɜș
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◖ ȅ ǄǻƹÈ ǴǻƹÉǛ ǖǙƷǝ
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37. ₈ῇʺ֫ Ϭ Ϊϥˢ◐ϛϥˣθϛτʺᴡΥΚμθϣΜΜρ◘ΞΤ 

28 ΚσθΥ₈ῇʺ֫ Ϭ Ϊϥˢ◐ϛϥˣθϛτʺᴡΥΚμθϣΜΜρ◘ΜϘβΤʻ 

 ˢΚοψϘϥϜχ οτ̓ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後、運動を続ける（始める）ために、何があったらいいと思うかでは、「運動施設（スポーツジムな

ど）」30.6％、「指導者によるアドバイス」13.9％などとなっています。 
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◖ ÈȢɆºȭȡɉǝǜÉ
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͕ ὲˢᾁˣ Ϟ ḧЖАϼχ ệ χϼкІ ὓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健（検）診や人間ドックの受診状況別でみると、『毎年受けている』は「運動施設（スポーツジムなど）」

35.8％と、『毎年受けていない』に比べて多くなっています。一方で、『毎年受けていない』は「特にな

い」35.5％と、『毎年受けている』に比べて多くなっています。 
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27.1 49.0 17.9 4.0 2.0n=447
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38. ϢΨ ϦοΜϥΤ 

29 ΚσθψʺϢΨ ϦοΜϘβΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 よく眠れているかでは、「よく眠れている」27.1％と「まあ眠れている」49.0％を合わせた『眠れてい

る』76.1％が多く、「あまりよく眠れていない」17.9％と「眠れていない」4.0％を合わせた『眠れていな

い』21.9％となっています。 
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39. τϢμοẈ ψ ρϦοΜϥρ◘ΞΤ 

30 τϢμοẈ ψ ρϦοΜϥρ◘ΜϘβΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 睡眠によって休養は十分とれていると思うかでは、「十分にとれている」19.0％と「ほぼとれている」

40.5％を合わせた『とれている』59.5％が多く、以下「どちらともいえない」23.3％、「ときどきとれて

いない」9.2％と「いつもとれていない」5.8％を合わせた『とれていない』15.0％となっています。 
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37 ᾝ∕χ` χϼкІ ὓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の幸福度別でみると、10 点～９点は『とれている』82.8％となっており、８点～６点や５点～０

点に比べて多くなっています。一方で、５点～０点は『とれていない』31.9％と、８点～６点の 10.9％

と比べても３倍弱の差があります。 
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15.7 52.8 22.8 5.1 3.6n=447
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40. άχ͍ΤὮḧτʺІЕйІϬḇαθάρΥΚϥΤ 

31 άχ͍ΤὮḧτʺІЕйІˢ ӗʺ ϙʺἂ σςˣϬḇαθάρΥΚϤϘβΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この１か月間に、ストレスを感じたことがあるかでは、「大いにある」15.7％と「多少ある」52.8％を

合わせた『ある』68.5％が多く、「あまりない」22.8％と「まったくない」5.1％を合わせた『ない』28.0％

となっています。 

 

͕ ὲˢᾁˣ Ϟ ḧЖАϼχ ệ χϼкІ ὓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

健（検）診や人間ドックの受診状況別でみると、『毎年受けていない』は『ある』75.5％と、『毎年受

けている』に比べて多くなっています。 
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41. ІЕйІϬḇαϥᾖԍ 

32 ІЕйІϬḇαϥ︠σᾖԍψᴡπβΤʻs ΚοψϘϥϜχ οτ̓ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ストレスを感じる原因では、「自分の仕事」27.1％が最も多く、以下「自分の病気や介護」23.9％、「家

族以外との人間関係」18.6％、「収入・家計・借金など」17.7％、「家族との人間関係」15.4％となってい

ます。 
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42. ІЕйІᵔ  

33 ΚσθχІЕйІᵔ ψʺⱳχΞκςϦπβΤʻs ΚοψϘϥϜχ οτ̓ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ストレス解消法では、「テレビや動画を観たり、音楽を聴く」40.9％が最も多く、以下「趣味を楽しむ」

34.2％、「何とかなると楽観的に考えるように努める」25.3％、「リラックスする時間をとる」21.9％、

「家族や友人に悩みを聞いてもらう」20.1％となっています。 
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１日の歩数別でみると、7000 歩～は「酒を飲む」22.4％、「食べる」19.4％と、7000 歩未満に比べて

多くなっています。 
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43. ІЕйІϬḇαθⱲχ ︣ 

34 ІЕйІϬḇαθⱲʺ τ ΰϘβΤʻs ΚοψϘϥϜχ οτ̓ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ストレスを感じた時の相談相手では、「夫・妻」39.6％が最も多く、以下「友人・知人」35.3％、「兄

弟・姉妹」14.1％となっています。一方で、「相談する人はいない」11.0％となっています。 
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健（検）診や人間ドックの受診状況別でみると、『毎年受けている』は「友人・知人」42.1％、「夫・

妻」42.1％と、『毎年受けていない』に比べて多くなっています。 
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62.9 28.9 8.3n=447

0% 25% 50% 75% 100%

ǊǙƷǾ ǊǙƷǝƷ

͓ Κσθχ ΦΥΜϞ ӽᶨ ╥ᴥτνΜο 

44. ᶚΰϙϞ ΦΥΜϬϜμο ᶨΰοΜϥΤ 

35 ΚσθψʺώιϭʺᶚΰϙϞ ΦΥΜϬϜμο ᶨΰοΜϘβΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 楽しみや生きがいをもって生活しているかでは、「している」62.9％、「していない」28.9％となって

います。 

 

χϼкІ ὓˢ ʿם  ᴞ ʿ̋ˣ 

 

 

ΰ
ο
Μ
ϥ 

ΰ
ο
Μ
σ
Μ 

ᵕ

 

 
447 281 129 37 

100.0  62.9  28.9  8.3  

 
166 103 54 9 

100.0  62.0  32.5  5.4  

 
274 173 75 26 

100.0  63.1  27.4  9.5  

̞ᵕ ψ20⅞ӟיּ χϙ 

 

 

 

֓  

ῴ β∆Ṕ  

̉ᴇ ₴↓ Ι 

ƞ ǞȆȋ ǔǓǋǵǉȒ șǞǭǋȒ˲ǵҊֻǵʣ  

20 ̊ʣ 80  

 

ǀѼᶥǵ ǁ 

ǋȒ/ǋǱǋ 
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24.4 

18.8 

8.5 

5.8 

2.0 

1.8 

2.9 

43.2 

10.1 

0% 20% 40% 60%

¤

ǽ¤

ȞºȘɔ

ɅɒɜȯȌȋ¤NPO

ǜǵ ¤╔

ǐǡ

ǊǙƷǝƷנּ

n=447

45. ╥ᴥΰοΜϥ ӽᶨ  

36 ᾝ∕ʺςχϢΞσ ӽᶨ τ╥ᴥΰοΜϘβΤʻs ΚοψϘϥϜχ οτ̓ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 参加している地域活動では、「町内会・自治会」24.4％、「祭り・行事」18.8％などとなっています。 

一方で、「参加していない」43.2％となっています。 

 

χϼкІ ὓˢ ʿם  ᴞ ʿ̋ˣ 
 

 

ᵓ
ʾ
ꜛ
Ⱶ
ᵓ 

ꜛ
︠
Ђ

ϼ
и
ᶨ

 

◓
ς
Ϝ
ᵓ
ʾ
Ӿ

ᵓ 

 

Щ
ж
р
Г

ϯ
ʾ
ͣ
ͥ
ͤ

 

↕
Ϥ
ʾ
“
Ⱨ 

ζ
χ

 

╥
ᴥ
ΰ
ο
Μ
σ
Μ 

ᵕ

 

 
447 109 38 9 8 26 84 13 193 45 

100.0  24.4  8.5  2.0  1.8  5.8  18.8  2.9  43.2  10.1  

 
166 58 10 1 8 6 41 2 68 15 

100.0  34.9  6.0  0.6  4.8  3.6  24.7  1.2  41.0  9.0  

 
274 49 28 8     -  20 43 11 124 26 

100.0  17.9  10.2  2.9      -  7.3  15.7  4.0  45.3  9.5  

̞ᵕ ψ20⅞ӟיּ χϙ 

╥ᴥΰοΜσΜϬ Μθᶤ›Υ56.8̋ 

╥ᴥΰοΜσΜʾ ᵕ Ϭ Μθᶤ›Υ46.7̋ 
 

ǀѼᶥǵ᷂Ḣ ҲǵКὦǁ 

К̝ɵ ̝/ ʺȳɶȭɩ Ҳ/ἧǰȉ̝ɵ ̝/ ˲ȭɧɔ/ ᶧ/ ɵNPOᵻ ̱/ ȑɵ ˗ 

֓  ῴ β∆Ṕ  

̉ᴇ ₴↓ Ι 

ƞ֓қǞǭǋȒ᷂Ḣ ҲǵҊֻ 20 ̊ʣ 60  
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10 Ů ŭ Ŭ ū Ū ũ Ũ ŧ Ŧ ť

n=447

19.5 49.2 26.6 4.7n=447

0% 25% 50% 75% 100%

10 Ů ŭ ū Ū ť

46. ᾝ∕χ`  

37 Κσθψʺᾝ∕ςχ `δπβΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在の幸福度では、「８点」21.9％が最も多く、以下「５点」17.4％、「７点」16.6％、「６点」10.7％、

「10 点」10.3％となっています。 

ǛǙǵ ǎ ǛǙǵ  

 6.88  
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9.8

0.7

7.4
75.8 6.3n=447

0% 25% 50% 75% 100%

ǖǙƷǾ

Ǜǀǜǀ ƹ ƿƵǾ

∙ Ǣ ǖǙƷǒƿ Ŧɟ ∙ ǖǙƷǝƷ

ȂǝƷ

10.5 83.2 6.3n=447

0% 25% 50% 75% 100%

Ö ƹ× Ö ȂǝƷ×

͔ θωάϞԐ χάρτνΜο 

47. ṹנ ệ 

38 ΚσθψʺθωάϬẊΜϘβΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 喫煙状況では、「以前は吸っていたが、１ヶ月以上吸っていない」7.4％と「吸わない」75.8％を合わ

せた『吸わない』83.2％が多く、「毎日吸っている」9.8％と「ときどき吸う日がある」0.7％を合わせた

『吸う』10.5％となっています。 
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10.5

6.7

19.7

83.2

87.2

74.6

6.3

6.1

5.7

n=447

ǢƷ

n=313

ƷƷƻ

n=122

0% 25% 50% 75% 100%

Ö ƹ× Ö ȂǝƷ×

χϼкІ ὓˢ ʿם  ᴞ ʿ̋ˣ 

 

 

Ẋ
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Μ
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ρ
Φ
ς
Φ
Ẋ
Ξ

Υ
Κ
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ӟ

ψ
Ẋ

ο
Μ
θ
Υ

 

͍

Ὦ
ӟ

Ẋ

ο
Μ
σ
Μ 

Ẋ
ϩ
σ
Μ 

ᵕ

 

 
447 44 3 33 339 28 

100.0  9.8  0.7  7.4  75.8  6.3  

 
166 28 3 23 105 7 

100.0  16.9  1.8  13.9  63.3  4.2  

 
274 16     -  9 230 19 

100.0  5.8      -  3.3  83.9  6.9  

̞ᵕ ψ20⅞ӟיּ χϙ 

 

 

19 ᶨτΣΜοʺᾚתϬ ΥΪοΜϥΤ χϼкІ ὓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食生活において、減塩を心がけているか別でみると、はいは『吸わない』87.2％と、いいえに比べて

多くなっています。 

 

 

֓  

ῴ β∆Ṕ  

̉ᴇ ₴↓ Ι 

ƞ ᵟ ǵҊֻǵ ᾜ 

20 ̊ʣ 12  

ặ20 ̊ʣ ̊ʤ 

 

ǀѼᶥǵ ǁ 

 ǪǭǋǦǓȋȈǦטǪǭǋȒ/̊Ѽט᷀

/̊ѼǒȐטȖǱǋ 
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34.0 42.6 6.4 12.8 4.3n=47

0% 25% 50% 75% 100%

ǷǴǒƷ ȅ ǼǊǒƷ ǷǴǒǂǝƷ

ȂƾǼǝƷ

6.9

2.5

6.3

63.8 20.6n=447

0% 25% 50% 75% 100%

ǮǛȆǜ ƵǾ Ǟ ƵǾ Ǟ ƵǾ

ǮǛȆǜǝƷ

15.7 63.8 20.6n=447

0% 25% 50% 75% 100%

ÖƵǾ× ÖǮǛȆǜǝƷ×

48. θωάϬϞϛθΜρ◘ΞΤ 

38˵͍ θωάϬϞϛθΜρ◘ΜϘβΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 たばこをやめたいと思うかでは、「本数を減らしたい」42.6％が最も多く、以下「やめたい」34.0％、

「わからない」12.8％となっています。 

 

49. ṹנϬ ΪϥṐᵓ 

39 ᶨπ ṹנϬ ΪϥṐᵓψΚϤϘβΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 受動喫煙を受ける機会では、「ほとんどない」63.8％が多く、「ほとんど毎日ある」6.9％と「週に数回

ある」2.5％、「月に数回ある」6.3％を合わせた『ある』15.7％となっています。 
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16.3 

3.8 

4.9 

6.3 

5.4 

17.0 

2.2 

39.1 

4.9 
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Ū ū
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Ŧ ŧ
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ǮǛȆǜ╦ǱǝƷ

ǷǴǒ

╦ǱǝƷÈ╦ǴǝƷÉ

n=447

25.1 28.6 41.4 4.9n=447

0% 25% 50% 75% 100%

Ö Ũ ∙ ╦ǳ×

Ö ŧ ×ǳ╦זּ∙

ÖǷǴǒ¤╦ǱǝƷÈ╦ǴǝƷÉ×

50. Ԑ  

40 Κσθψʺ τᴡ ΨϣΜΣ ˢ ʺ ʺР˔иʺ σςˣϬԐϙϘβΤʻ 

 ˢ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 飲酒頻度では、「飲まない（飲めない）」39.1％と「やめた」2.2％を合わせた『やめた・飲まない（飲

めない）』41.4％が最も多く、以下「週１～２日」6.3％と「月に１～３日」5.4％、「ほとんど飲まない」

17.0％を合わせた『週２日以下飲む』28.6％、「毎日」16.3％と「週５～６日」3.8％、「週３～４日」4.9％

を合わせた『週３日以上飲む』25.1％となっています。 
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25.1

20.1

36.9
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29.4

25.4
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4.9

4.8

4.9

n=447

ǢƷ

n=313

ƷƷƻ

n=122

0% 25% 50% 75% 100%

Ö Ũ ∙ ╦ǳ× Ö ŧ ×ǳ╦זּ∙

ÖǷǴǒ¤╦ǱǝƷÈ╦ǴǝƷÉ×

χϼкІ ὓˢ ʿם  ᴞ ʿ̋ˣ 
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Ԑ
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ᵕ

 

 
447 73 17 22 28 24 76 10 175 22 

100.0  16.3  3.8  4.9  6.3  5.4  17.0  2.2  39.1  4.9  

 
166 55 6 15 14 7 22 6 34 7 

100.0  33.1  3.6  9.0  8.4  4.2  13.3  3.6  20.5  4.2  

 
274 16 10 7 14 17 54 4 139 13 

100.0  5.8  3.6  2.6  5.1  6.2  19.7  1.5  50.7  4.7  

̞ᵕ ψ20⅞ӟיּ χϙ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19 ᶨτΣΜοʺᾚתϬ ΥΪοΜϥΤ χϼкІ ὓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食生活において、減塩を心がけているか別でみると、いいえは『週３日以上飲む』36.9％と、はいに

比べて多くなっています。 

֓  

ῴ β∆Ṕ  

̉ᴇ ₴↓ Ι 

ƞ Ȃȃ ǵҊֻǵ ᾜ 

20 ̊ʣ 30   ặ20 ̊ʣ 6.6  

 

ǀѼᶥǵ ǁ 

Ȃȃ / / /ȂǯȚǰ ȅǱǋ/ȋȈǦ ₴̊ʣȋȈǭǋȒ /ȉǯȉǯ ȅǱǋ ȈǱǋ  
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35.7 41.1 16.1 4.5 2.7n=112

0% 25% 50% 75% 100%

Ŧ Ŧ ∙ ŧ ŧ ∙ Ũ

Ũ ∙ Ū Ū ∙

51. Σ ϬԐϚ χ͍ ΚθϤχԐ  

40˵͍ Σ ϬԐϚ ψ͍ ΚθϤʺςχΨϣΜχ ϬԐϙϘβΤʻ τḊ▄ΰοΣ ΠΨιή

Μʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 お酒を飲む日の１日あたりの飲酒量では、「１合以上２合未満」41.1％が最も多く、以下「１合未満」

35.7％、「２合以上３合未満」16.1％となっています。 
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ǲƿƾǝƷ

n=447

29.8 11.4 24.4 1.1 26.0 7.4n=447
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ǖǙƷǾ ǞŦ ∙ ǖǙƷǾ

ǖǒǆǛǢƵǾ ǜȆǝǵǡƾ ǼǝƷ

ǖǒǆǛǢǝƷ

͕ ⱦχὲῴτνΜο 

52. ⱦϙΥΦϬΜνβϥΤ 

41 ⱦϙΥΦψʺΜνΰϘβΤʻs ΚοψϘϥϜχ οτ̓ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 歯みがきをいつするかでは、「就寝前」57.5％が最も多く、以下「朝食後」55.0％、「起床時」37.4％、

「夕食後」28.4％、「昼食後」26.4％となっています。 

 

53. ⱦḧ χ ἇχ► ệ 

42 ϚΰⱦϞⱦ χθϛτ Д̋рЌиТкІs ♇ϢΞα ϞxⱦḧУжЄ χⱦḧ χ ἇ

Ϭ►μοΜϘβΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 歯間部の清掃用具の使用状況では、「毎日使っている」29.8％が最も多く、以下「使ったことはある」

24.4％、「週に１回以上使っている」11.4％となっています。一方で、「使ったことはない」26.0％とな

っています。 
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ŭ ū
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Ū ť

n=119
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ǖǙƷǾ ǞŦ ∙ ǖǙƷǾ ǖǒǆǛǢƵǾ

ǜȆǝǵǡƾ ǼǝƷ ǖǒǆǛǢǝƷ

37 ᾝ∕χ` χϼкІ ὓ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の幸福度別でみると、10 点～９点は「毎日使っている」39.1％と、８点～６点や５点～０点に比

べて多くなっています。 
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57.3 38.7 4.0n=447

0% 25% 50% 75% 100%

Ǆǒ ǄǝƷ

54. άχ͍ ḧτΣΪϥⱦᴬᾁ χ ệ 

43 Κσθψάχ͍ ḧτʺⱦᴬᾁ Ϭ ΪϘΰθΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この１年間における歯科検診の受診状況では、「受けた」57.3％、「受けない」38.7％となっています。 

 

χϼкІ ὓˢ ʿם  ᴞ ʿ̋ˣ 

 

 Ϊ
θ 

Ϊ
σ
Μ 

ᵕ

 

 
447 256 173 18 

100.0  57.3  38.7  4.0  

 
166 87 73 6 

100.0  52.4  44.0  3.6  

 
274 166 97 11 

100.0  60.6  35.4  4.0  

̞ᵕ ψ20⅞ӟיּ χϙ 

 

 

֓  

ῴ β∆Ṕ  

̉ᴇ ₴↓ Ι 

ƞ ֒ ₴ ǲ β ș֞ ǞǦ˲ǵҊֻǵʣ  

20 ̊ʣ 65  

 

ǀѼᶥǵ ǁ 

֞ǘǦ/֞ǘǱǋ 
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ǡ≥ ǵ ǖǙƷǾ

Ǣ ǖǙƷǾƿ≥ ǢȂƾǼǝƷ

ǵ ǼǝƷ

55. ΰσΜ  

43˵͍ ΪσΜ ψᴡπβΤʻs ΚοψϘϥϜχ οτ̓ˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 受診しない理由では、「痛まないし、不都合がないから」56.6％が最も多く、以下「忙しいから」17.3％、

「面倒だから」16.2％、「歯医者が嫌いだから」11.0％となっています。 

 

 

56. Ϸ˔жиТйϱиχ  

44 Ϸ˔жиТйϱиρΜΞᾠ Ϭ μοΜϘβΤʻs ̓ψ͍νˣ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 オーラルフレイルの認知度では、「言葉も知らない」56.2％が最も多く、以下「言葉は知っているが意

味はわからない」18.8％、「言葉の意味も知っている」17.2％となっています。 
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10 ὲῴτḩβϥӪᾋʺ  

 

ǡ Ǣ ǚ Ǿ¡ƷǗǱǚǵ ǾǒǴǞ ȅ ƾǊǙ Ǟ Ʒǵǡȅ ǌ ǞǊ

ǒƷ¡ȢȱɕȢǢ ǚȂƾǖǙƷǾǡǚ  ǚ ǊƷ Ǟ ǄǙƷǂ¡ƿȆǣǖǙǂǓ

ǈƷ¡ƵǽƿǛƹǇǉƷǱǊǒ¡ 

ǡǒǴ Ƿ Ǣשּ ǞǝƷǒǴ  ǊǙƽǽǱǌ¡ 

Ǜ ǖǙƷǙǵ ≥Ǟ ǌǾǆǛǵƵǽǱǌ¡ǆǿǢ§Ǜ ǖǒǼ↨⌐Ǟ ƻǍ  Ǵ

Ǟ ╪ǫ ǂǆǛƿ ǓǛ ƷǱǌ¡ Ǜǻǂ ȂǿǱǌÈ ƷǊǒǻǛÂÉ¡ 

81 Ǟǝǽ  ·ȾɒȬǛǊǒǽ  ƿ ǽǖǤǝǊǚǌ¡ŭ Ǟ ╪Ǟ ǖǙ Ǜ ǡ

ȅ ǂǌǾ ȅũ ǂǼƷ ǄǙ╦ ǊǙƷǱǌ¡ ǞℓƷǡƾ ǚǌ¡ Ǜǡ

ǚǊǒ¡ ǞǝǾǲǒƷǚǆȂƷǚǌ¡MRIǢ ǝǡǚ╗ꞌ ↨ ǢǊǙƷǱǌ¡ 

  ƿ ǝǒǴ ǝƾǝƾ ǽǞ ƿǚǀǙƷǝƷÈ ƿ É¡ 

Ǟ Ǟ ȅ ƾǎǾ ƿƵǖǒǼƹǿǊƷǚǌ¡▓ǡ ǚǵ ƻǒǼ Ʒǚǌ¡ 

ⱴǞ ·ƾƾǽǱǌ¡ ╪ǚ ǙǵǼƷ ȅ ǄǙƷǱǌƿ  ╣ƿ ǡǻƹǚǌ¡

ǚǵ╪═שּ ǙǵǼƷǱǊǒ¡ǵǊȂƾǖǙƷǾǆǛƿƵǖǒǼ ּךƾǡ Ǟ ƻǙǂǓǈ

Ʒ¡ 

ƵǽƿǛƹǇǉƷǱǊǒ¡ǻȀǊǂƽ ƷǊǱǌ¡ 

ǚǵȢɆºȭǷּךƾ ǞǝǾǆǛǷǵǡȅ ǗǄǒƷǛ ƷǱǌƿ  ƿ Ʒǡǚ

· ǽ ǵƹǛǊǱǎȆ¡ Ǣ Ƿּד ǝǜ ╓ƾǼ ǿǙǲǒƷǛ ƻǙƷǱǌ¡ 

Ǣ ǚǌ¡═ ǡ ǌÔ◖ ÕǛÔ Õ ǚ Ǟ ǚ ǼǊǙƽǽǱǌ¡ 

ǡ ǡǒǴ  ƿ ǿֹוǙǙ ǔǞǹǛǽƿǝǂּק ƿǚǀǝƷ¡ƷǗ ƿ

ǿǾƾ╗ ╗   ǊǝƿǼ ǁǙƷǱǌ¡ 

ȲȬȘǡ ȅ ǚ ǊǙǮǊƷ¡ 

╪ȅ Ǟ¨ 

ǡ ȅǵƹוֹ Ǌ ǂ È ǼǎǙǮǊƷÉǛ ǊǱǌ¡ 

ȅ Ʒ Ǟ Ǆ ǴǾ  ƻǾ¡ ǙɀɒȢǞ È ǔÉƿ ǚƵǿǣ ǵ Ǜ

ǖǙƷǾ¡ 

ŧ ǼǊǚǌǡǚ ǜǔǼƾƿ ƿℓǂǝǖǒ   ǌǾǆǛƿǚǀǱǎȆ¡ǐ

ƹƷƹ Ǣ Ǟ ǊǙǵǼƹǆǛȅ ǊǱǌ¡ 

ǞǻǾ ǚǌ¡ ǛǢ┴ƹ≥ ǵƵȀƹƾǝǛ ǋǱǌ¡ 

ǥǛǽ ǼǊǝǡǚ ȅ ǄǙ ǵǊǙƷǾǊ ♁ ǵ ȅ ǄǙƷǾ¡ ǵ ȅ ǄǙ

ǻǂ ǂǊ ȔɔȠȏɉǵǔǽǴȆǋǶǆǢ ǛǾǻƹǞǊǙƷǾ¡ǆǆּך ǵ ∙שּ ǚ

═ ǞƾƾǼǝƷ¡ּפǞȜɖȳǞƾƾǖǒǂǼƷǚ ╗ǗǥƾǝƷ¡ ǝ ǓǛ ƹ¡

ƿ Ǆǿǣ Ǟ ǖǙ ǽǷ ǽȅ ǊǲǝƿǼǷǖǙƷǾ¡ ǜǵǒǔǡ

ǞǝǼǝƷǻƹǞǊǝǄǿǣǛ ǖǙƷǾ¡ ǿȅǌǾǻƹǞǝǖǒǡƿ Ǔ¡ 

Ũɟ Ǟ╗ ╪ǚ ȅ ǖǙƽǽǱǌ¡ 
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ǚ  ȅ ƾǌǆǛƿ ǓǄǿǜ ǚǀǾǓǄ ƾǌǻƹǞ ǊǙּקǡ ǡ Ǣǀ

ǔȆǛǷǖǙƷǾǗǵǽ¡ 

ƾǼǡ ⱱǷ ƵǖǒǼ Ʒǚǌ¡Ć ǼǝƷǓǄƾǵǊǿǱǎȆ¡ 

ǞǢ ǡ╪═ ═שּ ƿ ǞǝǽǱǌ¡ 

ȋɜȚºȱȅǊǖƾǽ ǊǙƷǒǓǀ  Ǟ ǊǙǂǓǈƷ¡ȜɜȺȬȠɐɜ

ǡǒǴǞǵ╗ǗǥǛǗ Ǟ ǫǡ ≥ȅǵǖǙ ǡƽ ȅ ǴǙƷǒǓǄǿǣǛ

ƷǱǌ¡ǻȀǊǂƽ Ʒ ǊǱǌ¡ 

ȅǛǾǛ╗ ȅ ǄǾǆǛǢ ȚȕȅǊǝƷǻƹ ≥ǌǾǆǛǚǌ¡ ǡ Ǣ ǖǙƷ

ǀǱǌ¡ǚǵ ♁ ȅ ƻ  ǵ Ǎ ǬǙ ǊƷ ȅǌǾǆǛƿ Ǜ ƷǱ

ǌ¡Ô ǬǒƷÕǛƷƹ ǔƿ Ʒ Ǣ Ǜ ƻǾǚǊǺƹ¡ ǡǝƷ Ǣ ǀ ǵ

ǝƷǡǚǢǝƷƾǛ ƷǊȆ ǡ Ǣ ƷǱǌ¡ 

ǝƾǝƾ ƾǼǢ ╪Ǟ ƾǝƷǡǚ ƷȀƷȀǛ ȅǷǖǙǵǼƻǾǛƵǽƿǒƷǚ

ǌ¡ 

ȅ ǄǙƷǱǌƿ  ǚǝǂȶȬȱǚ ǚǀǾǻƹǞǊǙǮǊƷǚǌ¡

ƿȆ ǵÂ¡   ǢǝƷǚǌǻǠ¡ 

ǡ ǚ ǡɆɓºɀ ┘ǡɆɓºɀ ƿǚǀǒǡǚ  ∏ ƿ ǼǿǙǀ

ǙǐǿǞ ǞꞌǋǙƷǙ ƾǖǒǛ ƷǱǌ¡ ƾǽǱǊǒ¡ Ǣ 70 Ǟǝǽ  ǛǊ

ǙǢǱǓּךƾǷǿǐƹǝ ǔǚǵ ǋƷǈȆǞǝǖǙƷǾǢǍ¡ ƾǼǢƽǱǄǡ

Ǜ Ʒ  ƷǞ ȅ ǊȆǚƷǀǒƷǛ ǖǙƷǱǌ¡ƵǽƿǛƹǇǉƷǱǌ¡ 

ƽ ǿ ǚǌ¡ ǡ ȅȪȐȬȘǌǾǡǢ ǊǩǽǝǆǛǚǊǒ¡ǚǵ ǆǿǚƷƷ

ǛǢ ǖǙƷǱǎȆ¡ǆǿƾǼǵ ǡ ȅ ǊǝƿǼ ǚǀǒǼǛ ƷǱǌ¡Ƶǽƿ

ǛƹǇǉƷǱǊǒ¡ 

ǱǗǉǀǡɃºȡ ǱǗǉǀ ɕȠȽǢ ǛǙǵ ƷǛ ƷǱǌ¡◖ ǊǙɆȍɜȱƿ

ǵǼƻǾǛƾ ƿ ǞǝǾǝǜ ǵǖǛ Ǵǒ ƿ ƷǛ ƷǱǌƿ  ǌǾǆǛƿּז

ǓǛ ƷǱǌ¡ Ǟ ǴǾǒǴǡ ȅǵǖǛ ƻǒ ƿ ƷƾǛ ƷǱǌ¡ 

ȏȒºȖɜșÈ ǂǒǴÉǌǾ ǡǱȂǽǡ È ǷɂɜȪǝǜÉȅǊǙǮǊƷ¡

ƾǼ ǞƾǄǙ ƷǙǵ↨ È ÉǞǊǙǮǊƷ¡ 

ȏȐɔȶȢ ǞǵǖǛ ƿƵǖǙ  ǚǀǾנּ ȅ ǊǱǌ¡ ǚ

ǡ ǡ ·ǞǵǖǛ ȂǖǙƷǒǓǀ  Ǜ ȂǾ ȅ ǽ  ǊǲǞ ƿǾǆǛƿ

Ƶǿǣ ǐǿǵ ǡ┐ ǞǝǾǛ ƷǱǌ¡ 

ǷƿȆ ǝǜǛ Ǟ  שּ ǵ ǚ ǄǼǿǾǻƹǞǊǙƷǒǓǄǾǛƵ

ǽƿǒƷǚǌ¡ ǚǢǝƾǝƾ Ƿƽ Ǟ ƿǝǂ  Ȇǚ Ǟ═שּ ǆƹǛƷƹ

ƿǝƾǝƾ ǆǎǝƷǡǚÂ¡ǻȀǊǂƽ Ʒ ǊǱǌ¡ 

ǓƾǼ ǊǒǼ ƿǝƷ¡ ╪Ǣ √ ╪ǓƾǼȹȢƿǝƷ¡ Ǟ ǚ ǖ

ǙƷǱǌ¡ 
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ǡ Ʒ ǢȏȒºȖɜș ǚǀǾǡǚ ▓   Ʒ   Ǟ ǞǂƷ Ǟ Ǟ Ǟ

ǝ◖ ƿǚǀǾ ƿ ǂǞǮǊƷ¡ ƿ 10 Ǟ╗ ƵǾǆǛȅ Ǽǝƾǖǒ¡

10 ǢǛ ƹ¡ ǞŦ   ǛǊǙ  ǜǵǡ ƾǼ ǘǄǒƷ¡   Ǣ Ǔ

Ǜ ǋǾ¡ 

√ ǲǒƷǞ◖ ǌǾȡɉǡǻƹǝǵǡȅ ǖǙǵǼƷǒƷ¡ 

╓ ǝǜ  ǞƷȀȆǝ ƿǨǿƵƻǾ ȅ ǄǙǮǊƷ¡ 

ȅǊǙƷǾ ǄǞ Ǟ ǚǀǾנּ ƿƵǿǣ ƷǛ ƹ¡   ǝǜǷǖǙ

ƷǾǻƹǓƿ  ǊǻƹǛנּ ƻǾ ƿǝƷ¡ 

ǽǓǛƷǖǙ ƷȀƷȀǝ ǝǜ ǝǜǚǷǖǙǂǿǱǌƿ ǐǿǞ ǌǾǓǄ

ǚȢȱɕȢȅ ǋǙǊǱƷǱǌ¡ƵǱǽ ǽǓǛ ǖǙ Ǜ ƿǝƷǚǮǊƷ¡

Ǟ ǽȅ≥ ǊǙǊǱƹ¡ ǚǢǱǓ ǽǛǢ ǖǙƷǱǎȆ¡ ǽ ǽǛ Ȃǿ

ǾǛ ƿ ǖǙǊǱƷǱǌ¡ǐƹ ǖǙƷǾǡǢ ǓǄǚǊǺƹƾ¡ 

ǝȆǛƾǛƷƹǡȅ ǚ Ǳǌƿ ȏȦǡ ȅ ƻǾ È ÉǵƷǾƾǵǊǿǝƷǡ

ǚ ǼȂǊƷǛ ƷǱǌ¡ 

ǢƵǽǱǎȆƿ ≥ ǛǊǙ WEB ǵ ǌǿǣǻǽ ǂǡ ǞȋɜȚºȱ ƿǚǀ

ǾǛ ƷǱǌ¡ Ǟ PayPayǛƾɆȍɜȱȅ Ǆǿǣ ƷǛ ƷǱǌ¡ȜȢȱ Ǜ ╢ǡ

ǞǵǝǾǛ ƷǱǌ¡ 

ƿ ƻǝƷ ǚ לּ Ǟǻǽ  ǜǵǒǔǞ ǝǵǡȅ ǬǈǎǙƵǅǾǆǛƿ Ǌ

Ʒ¡ 

ǡ ƿꜛƷǒǴ  ǡ ǀ ǽǞ 30 ƷǙ ǊǱǌ¡▓ǝǜ ƿℓǂǙǵ

ƾǝǄǿǣǝǽǱǎȆ¡ǊƾǊ  ǂǆǛǢ Ǟ ƷǛƿȆǣǖǙ ƷǛ ȂǝƷǻƹǞ

ǊǙƷǱǌ¡ 

ǂǞ Ʒ ╪ƿǮǊƷ¡ ǂǡ ╪Ǣ ǽƿǝǂ ƷǗǵ ↨Ǟ ǋǾ¡ 

ȅ ǌǒǴ ƿȆǣǖǙƷǱǌ¡ Ǟ ǽ ƿ ǂ ◖ ƿǚǀǝƷ ƿ Ʒ¡ 

ǚ ȆǚƷǱǌ¡ √ ╪ǡ Ǟǵ ǈǿǱǊǒ¡ǆǿ∙ Ǣ ǚǀǝƷǛ Ȃ

ǿǱǊǒ¡╗ ǚ 15 ǂǼƷȱȍɕǞ ǀǱǌ¡ ȅǊǙƷǾ ǢŨ ũ ǚ

ǌƿ  Ƿ   ǙƾǼ 30 ǞŦ ǀǒǂǝǽǱǌ¡ 

ǈǿǱǎȆƿ  ǡ ╣ǡŦ∞ǢÔ═ Õǚǌ¡ ╪ǝƷǊ  ǚ ǈǿǙƷǾǡ

ǚǌ¡ǮǛȆǜǡ Ǣ ȅǷǴǿǣ ǞǝǽǱǌ¡ 

ǡ Ǣ ǞǢȂƾǼǝƷǡǚ  ǂǞǵ ǣǝƷǻƹǞǊǙƷǱǌ¡ȚȕȅǌǾǛ Ʒ

ǡ ∙ ƾƾǾǡǚ ȅ ǄǙƷǱǌ¡Ǳǒ  ǡ ƷȀƷȀǡǆǛǚ ǚǌ

ƿ ǻȀǊǂƽ Ʒ ǊǱǌ¡ 

80 ǂǝǾǛ ƿ ƷǊ  ǵ ƷǊ ǚǵÔɅȚÕǒǂǝƷǡǚ Ǟũ ƵǾǛǆȀǚ

Ʒ ȅǊǙ ƷȀƷȀǡ Ǜ ǊȅǊǙƷǱǌ¡ƽ ǢǵǼȂǍ ƽ ǓǄƷǒǓƷǙƷǱ

ǌ¡ 
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ǡ Ǟ ǌǾ Ʒ ƵǽƿǛƹǇǉƷǱǌ¡ Ǣ ǚǌƿ  ∫Ǟ Ǆ

ǝƷǻƹ · ǖǙƷǱǌ¡ ↨Ǜ ƿ ǂǝǽǱǌƿ ǚǀǾǓǄ Ǿǂ  ǂ

Ǉǌǻƹ ǄǙƷǱǌ¡ǆǿƾǼǵ  Ʒ ǚƵǾǻƹ ǊǙƽǽǱǌ¡ 

ǡ═ È ╪ ÉǞ ↨ƿƵǽǱǌ¡ 

 ȯɕȼǚǷǖǙƷǾǡǚ ╦ ƿ Ǌ ǡǛǆȀƿƵǾ¡ Ǣ ǡǛǆȀ═ Ǟ Ǌ

ǝƿǼ Ŧ ∞  ╪ǊǙƷǾ¡ ǡℓƷ Ǣ ǃǞ ǂǻƹǞǊǙƷǾ¡ ƿ ǲǝ

ǡǚ  ǝ ǵƵǾ¡═╪ ƿ ǲǡ Ǣ  ǡ Ǜ Ǟ ǊǙƷǾ¡╦ ǡ Ǣ

Ǳǚקּ ǖǙ ǙǵǼǖǙƷǾƾǼ ƾǖǙƷǱǌ¡ 

ɓȸȼɓƿ ǓƾǼ  ǡɓȸȼɓ ǡȤɜȨºƿƵǖǒǼ ƷǝƵǛ ǖǙƷǱǌ

ƿ¡ 

  Ǟ ǇǎǾ ȅ ǎǞ ƷǱǌ¡ ŧ ǡȰȍȞºȼȢǞ ǂ ǵ  Ʒ Ǟ

ǱǿǙ  Ǌǒ ·Ǜ Ǟ ƻǙ ǎǝ ⱱǡ ·ȅ ǇǎǱǌǆǛ ƵǽƿǛƹǇǉ

ƷǱǌ¡ 

ƿȆ ǞǗƷǙ¡↨ ǊǙ ǚǀǱǌǻƹǞ  ǡ ȅ ǊǱǌ¡ 

Ǟ ǒǽ  ǝȋɜȚºȱ ȅ ǊǱǊǒƿ  Ǳǚ ǚƷǼ

ǿǾǡƾƿ ǡ ↨ǚǌ¡ ǵ │ǝǾ ǽ  ǽȅ ǂ ǚ  ǵ ǽǱ

ǌ¡ Ʒ  ǞǝǽǱǊǒ¡ƵǽƿǛƹǇǉƷǱǌ¡  

ȅ ƾǊǒƷ  ȂǉȂǉ ╔ ȅ ǽǙǱǚǊǝǂǙǵ  ⱧǲǒƷǝ ǞȢȚɅºǷ

ȹȢȚȬȱ ȹɕº ȹȱɈɜȱɜƿǚǀǾǻƹǝ ƿǮǊƷǚǌ¡ Ǟ ȹȢȚȬȱȝº

ɔƿƵǿǣƹǿǊƷǚǌ¡ּך ǚǵǚǀǾ ƿǮǊƷǚǌ¡   ǘǂǽ  ǜǵ

ǛȜɈɎȴȚºȠɐɜǵ ǿǱǌ¡ ǡȢȱɕȢ Ǣ ȅ ƾǌǆǛǝǡǚ ȹȬȯȌɜș

ȤɜȨºǵƵǾǛ ǞȢȱɕȢ Ǟ ǔǱǌ¡ƽ ƷǊǱǌ¡ ǼǊƷ ⱧƿƵǿ

ǣ  ǵ ǱǾǛ ƷǱǌ¡ 

Ǟ ƿǝƷ¡═╪ǢƵǾƿ ═╪Ǜ Ǣ ƿ┴ƹ¡═ Ǜ ╔Ǣ ♬ ǓǄǚ

ǝǂ ¡ ƵǾ═╪Ǣ ǞǝƷƾǼ ǌǾ ǵ Ʒƿ │ Ǟ Ʒ ǔ   Ʒ

  ǡ ¡ ═╪ƿ ☺ǵ ǞǝǾ¡ ǡ ȅ ╗Ǟ ƻǾ ȅ Ǌ

ǒ ǝǼ ¡ √ ╪ƿƵǾƾǼǝǜǛƷƹǡǢ ּךȅƾ ȂȆǷÂ¡ 
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ÈŨÉ  

 

.  

̻ὲˢᾁˣ χ τψSNSτϢϥ ̼ 

 וֹ

È ŭÉ Ǟ ǌǾ ȅƉƋ¤ɒȡȓ¤ ƾǼ ǙƷǾ ƿ Ʒǵǡǡ ȍɜȨºȶȬȱ

ƾǼ ȅ ǙƷǾǛ ǊǙƷǾ ǵ╗ ƽǽ  Ǟ 30 ƾǼ 50 ǡ Ʒ Ǟ ƷǆǛ

ƿ ǷȘɖȢ ƾǼ ǲ ǿǾ¡ǊƾǊÈ 10Éǜǡǻƹǝ ǝǼ Ǟ È É ȅ ǄǾ

Ǜ ƷǱǌƾ¡ǛƷƹ ǚ ƌźŷǚ Ǌ ǲƿǚǀǾǛ Ǌǒ ƿ ƷǆǛƾǼ  ǡ

Ƿ ƿ ƷǛƷǖǒ ǈƿ ƌźŷ Ǌ ǲȅ ǌǾ ǚǡȸºȲɔǞǝǾǛ ƻǼ

ǿǾ¡ǐǡƹƻǚ  ǡ ȅ ǋǙǵǼƷ  Ǌ ȆǚǵǼƹǆǛǚƵǾ¡ 

 

 

Ɓžƃźǝǜǡƈƃƈȅ Ǌǒ Ǟǻǽ ╗ ǡ È É ǡ Ǟ ƿƵǾǵǡǛוֹ

ƻǼǿǾ¡ 

 

.  

̻ χ Ӿϒχḩ Ϭ‰ϛϥτψ‰ Υ╥ᴥΰϞβΜϱЦрЕᵫ℗̼ 

 וֹ

È 25- 1É ǡ נּ Ƿ ǡ ǿǛƷǖǒ ȅ Ǟ ╔ǡ ƿ Ʒ Ǟ

ƵǾǆǛƿ ƾǼȂƾǖǒ¡╗ ǚ  Ǭ Ǌ Ƿ ǛƷǖǒ ǫǡ≥ Ƿ ǡ ∟

ǛƷǖǒ ǫǡ Ǣ ǛǊǙ ǂǝƾǖǒ¡ 

 

 

ǜǵǷ   ǡ ǝǜƿ ǚǀǾȍɂɜȱנּ ȅ ǋǙ  ƿ ǌǾנּ ǚƵǾ

ǵ ǀ ȆǓ ╔ǡ ȅ ǄǾǆǛƿ ǚƵǾǛ ƻǼǿǾ¡ 
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. ◖  

̻ὲῴḚ Ϟ` χΰ τψᴸϬᶚΰϙσΥϣϳ϶˔ϺрϽ̼ 

 וֹ

Ŧ ∙ ǊǙ◖ ǷȢɆºȭȅ ǖǙƷǾ ǡ Ǣũ Ǜ ƾǖǒ¡È 27- 1É Ǟ ǖǙ

ƷǾ◖ ǛǊǙ ȏȒºȖɜșǷȢȱɕȬȪ ɒȡȓ ƿ ∞Ǔǖǒ ǛǊǙ  Ǟ◖ ƿ

ǝƷǆǛǷ  ȅ ǣǍǞǚǀǾǆǛƿ ǛǊǙƵǾǛ ƻǼǿǾ¡È 28É ǡ◖ ǡ Ǟ

ǝǵǡǛǊǙ ◖ ƿƵǅǼǿǙƷǾǆǛƾǼǵ  ǡǆǛƿ ƻǾ¡ǈǼǞ ɀɒȢ ╣

ǛǊǙ Ô Ǜɖɇɜǡ Õ ǛƷƹȖɌȬȪȜȽºǡ ǽ  ǡ ȅ ǊǴǾǆǛǢȏȒºȖɜ

ș Ǟ╗ ǖǙƷǾǛ ƻǾ¡ 

Ǳǒ ÈŷƂžÜ 37ÉȘɖȢ ƾǼ  ƿ Ʒ Èť Ū ÉǢ ƿ Ʒ ÈŮ

10 ÉǞ ǬǙ  ǡ ǞƵǾǆǛƿȂƾǖǒ¡ 

 

 

ȢȨɜɀɒɓºǷȏȒºȖɜșȍɂɜȱ ȅ ǊǒǈǼǝǾȏȒºȖɜșǡ Ǜ  Ǟ◖ Ǟ

ǽ ǴǾ ƿ ǚƵǾǛ ƻǼǿǾ¡Ǳǒ  ȅ ⱱǌǾǆǛǚ ǡ Ǟ

ǗǝǅǙƷǂǆǛƿ ǚƵǾǛ ƻǼǿǾ¡ 

 

. ᶣḁḐḴḁ 

̻ṓὖτ πΦϥ ϞṐᵓχᶎ χ  ̼ם

 וֹ

È 34ÉȢȱɕȢȅ ǋǒ ǡ ǛǊǙ  ¤ Ƿ ¤ ǛƷǖǒ Ǟ ǝ Ǟ

ǊǙƷǾ ǞƵǾǆǛƿȂƾǖǒ¡ǐǡ╗ ǚ Ô ǌǾ ǢƷǝƷÕǛ Ǌǒ ƿ╗ Ʒǒ¡

Ǳǒ  Ǟ ╪Ƿ═╪ƿ ǝƷǛƷƹ ≥ ƿƷǂǗƾ ǈǿǒ¡ 

 

 

Ǟ ǡ ǷȢȱɕȢǞǗƷǙ ǚǀǾ Ƿ ǡǈǼǝǾ ƿ ǓǛ ƻǼ

ǿǾ¡ 
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̻ІЕйІᵔ τψ Ϟ ΦΥΜϜ ̼ 

 וֹ

ƿ Ʒ Èť Ū ÉǛ ǬǙ  ƿ Ʒ ÈŮ 10 ÉǢ ǆǡŦƾ Ǟ Ȣȱ

ɕȢȅ ǋǒ ƿ ƷǆǛƿÈ 31Ü 37ÉȘɖȢ ƾǼȂƾǖǒ¡È 33Ü 37ÉȘɖȢ Ǟ

ǻǾǛ  ƿ Ʒ ÈŮ 10 ÉǡȢȱɕȢ Ǟ ȅ ǊǳǛ ǊǙƷǾ ƿ 

ƿ Ʒ Èť Ū Éǚ ǊǙƷǾ ǻǽǵŧ ∙ ƷǆǛƿȂƾǖǒ¡ 

 

 

ȢȱɕȢȅǒǴ ǱǝƷǒǴǞǢ  Ƿ ǀƿƷȅǵǖǙ ǌǾǆǛƿ ǚƵǾǛ ƻǼǿǾ¡ 

 

̻ὲῴξΨϤχӪ꜡Ϭ‰ϛϥτψὊↄ ệϜ ̼ 

 וֹ

È 22Ü 37É ƿ Ʒ Èť Ū ÉǢ ƿ Ʒ ÈŮ 10 ÉǞ ǬǙ  ǡ

Ǟ♁ Ƿלּ ȅ ǴǾ Ǣ ƾǖǒ¡Ǳǒ È ŮÜ 37É ǡ ǷÈ 16Ü

37ÉȹɒɜȢǡ Ʒ ȅ ƿǄǙƷǾ ǵ ƿ Ʒ ÈŮ 10 ÉǞ ǬǙ Ʒ¡╗ ǚ 

ƿ Ʒ Èť Ū ÉǢÈ 32Ü 37É ȅȢȱɕȢǡ ╣Ǜ ƻǾ ƿ ƷǆǛƿ

Ȃƾǖǒ¡ 

 

 

Ǟǻǽ Ǟ≥ ȅ ǄǾǓǄǡ ƿǝƷǆǛƿƹƾƿƻǾ¡ 

 

.  

̻Ϸ˔жиТйϱиχ ΰ Υⱦᴬᾁ ΰ χϸϻ̼ 

 וֹ

È 43É שּ ǡ ƿū Ǜǝǖǒ ǛǊǙ ȓºɒɔȾɕȍɔǡ ǡ ǈÈ 44É

ǵ ǡŦǗǛ ƻǼǿǾ¡ שּ ȅ ǊǝƷ È 43- 1ÉǛǊǙ  ǱǝƷǊ  ƿǝƷ

ƾǼƿŧ∞Ǜ ȅǗǄǙȱȬɀǓǖǒ¡ 

 

 

ȓºɒɔȾɕȍɔȅ ǊǙƷǿǣ  ƿ ǱǾǛ ƻǼǿǾǆǛƾǼ ȓºɒɔȾɕȍɔƽǻ

Ǧ ǐǡ ǞǗƷǙ ǌǾǆǛƿ  ǥƷǙǢ  ǡ ǞǗǝƿǾǛ ƻǼǿǾ¡ 

 

 

Ø Ù 

Æ ǡ ·Ç. . https://izumatsuzakinet.com/season/ ,È ¥2025- 02- 19É 
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ÈũÉ  
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ŧ ȻȋɓɜșǱǛǴ  

本計画を策定するにあたり、町内で活動する４団体にヒアリングを実施しました。 
 
 
₰ ӽ ≤  

₰  πᶨ βϥ  

 ͐ ˢẚ ЈрЌ˔ʾΪϭάΞ ᵓʾ ỸЂкрʾ ≤ ᶘ ˣ 

₰  ПϯзрϽ 

₰  2025͔Ὦ25ˢὮˣʾ 2025͕Ὦ24ˢ ˣ 
 
 

χГ˔Ы ̓ τνΜο 

͍.“μοΜϥᶨ

Ϟ︡Ϥ ϙ 

ʾ χ ʺה ᶘ ʺ ᶘ ᶆ͍ γντ Ӿ◙ ʻ 

ʾֵ ●ʺ ὲ◖ τϢϥᾆ Ϟᶆ Ỹτὲῴχ ήϬῲϛϥᶨ ʻ 

͎ . ≤ χὲ

ῴ τνσ

Υϥ︡Ϥ ϙ 

ʾ ῐּיϒχẚ χ ᵔϬ ϛϥᶨ ʻ 

ʾ־ Ḛ τṁξΜθẚ χ ằʻ 

ʾᾚתχйЄСϬνΨμο Ỹχ θκτῲϛϥᶨ ʻ 

ʾ ὲ χ∑τᾚת χ♯ χ ằʻ 

ʾ τ͍ᵕ ה Ӿהχהⱪτ ϓ χ ήʺ τςϭσ ϓ ΥΜΜΤσςϬʺ

ạϞשׂ♠ ӾΤϥθ πϩΤϤϞβΨễΠϥάρʻ 

͏.︡Ϥ ϙτ

ΰο ΠοΜ

ϥ ϙϞᴿ  

ʾ Ϟיּ▀ χ▀ τḩβϥάρʺὲῴᴿ Ϟ πχ︡Ϥ ϙτḩβϥ ΥσΤσΤ

ϣσΜʻ 

ʾ ρẚ ЈрЌ˔π₉μοΜϥάρχẶ ʻ 

ʾ Ӿ ᵓχ ʻ 

ʾ ᶘ χẚ χ▪ Υ ΜρΦΥΚϥʻ 

ʾẚ πֵ Ϭ μοΜϥⱪ ΥΜϥχΤϩΤϣσΜʻ 

ʾẚ χϯйиϻ˔ϒχ ψᾢ ΥΚϤʺ ỘּיρχӪᾋῖḊʻ 

ʾẚ ЈрЌ˔χ☼ ψ ʺΰοΜϥΥם ψ σΨʺϞϥάρψ ΠοΜϥθϛʺ

Ⱳ ԌιΪπσΨʺ ṛχ Ԍχ Ԍʻ 

ʾẚ ˢ Ӿˣτọ χσΜ Ϟ χ τ ϩϥ ʻ 

ʾ χЩжрГϰϯ χᵓԌ χ ᴥʺῇὋּי  

ʾֿבΜ ψ Ӫ꜡ΥếΨʺ σςΥΜσΜρσΤσΤ μοάσΜʻ 

ʾ χאָ ỸψϘρϘϤΥΚϥθϛʺᶨ χ ϬῲΫοχᾦό₅ϙʻ 

ʾPRχ ΥσΜʻ 

ʾ ˢᾚת σςˣτνΜοχᾆ ʺꜛ χכ χᵠ τ σ Ⱨ χ ếʻ 

ʾᵤτ ΰοΜοậ Υ Ψʺת Ϭ Ψ ︡ΰοΜϥ Υ Μʻ 

͐.ρẸ ΰο

ϞϦϥάρʺ

ϞϤθΜάρ 

ʾ Ặ ʻ 

ʾ τḩβϥϱЦрЕʻ 

ʾ“ⱧϬ ΰοϜσΤσΤ Υ ϘϣσΜάρΥ Μχπᶆ Ỹʺ ᵓЂкрᶨ

σςτֵ ●ʺ ὲ◖ ρ ΰΜο ᶨχ ήϬ ᵔΰοϜϣΞάρʻ 

ʾת ϬϙσΥϣᾅ Ϭ―Πϥᶨ ʻ 

͑. ≤ χὲ

ῴ Ϭ ϛ

ϥθϛτςχ

ϢΞσάρΥ

Τ 

ʾ ӾⱧỘχ  ʻם

ʾ χЩжрГϰϯ πם☼ΰοΜϥЮИв˔χẶ ʻ 

ʾὲῴτνΜοӪ σ ψᾢϣϦοΜο α Υ ϘϥάρΥ Μχπ╥ᴥπΦσΜ

ʺΰτΨΜ χθϛτ ΤϤϞβΜФзрЕσςϬᶆᾭ βϥάρʻ 

ʾ ιΪπσΨʺ Τϣֵ ●Υ ο τνΜοᶘϐṐᵓʻ 

ʾ╥Ḣ σςτ τϜ Ӿχ ᵔϬ ϛοϜϣΞάρʻ 

͒.ζχ  

ʾ Τϣẚ ψ ΰοϜϣΠϥχΤʻ 

ʾ Ặ βϥ π ΰΜ ∙ΥΚϦω ϤθΜʻ 

ʾᾚתτ βϥӪ꜡Υ‰ΨσμοΜϥṓΥβϥʻ 

ʾІЫШπ ˢйЄСˣϬῲΫϥϢϤϜʺ♠χ ΥᾋϞβΜʻ 

ʾꜛ π βϥάρΥ Ӿτσϥʻ 



172 

χГ˔Ы ̓ ӽτνΜο 

͍.“μοΜϥᶨ

Ϟ︡Ϥ ϙ 

ʾ ϞІЕйАЎʺІЪ˔Б 

ʾᵓ ʺ ᵓ 

ʾ ῖ  

ʾᴰʺ Ϥ 

ʾᶘ ᵓʺІЫШễע 

ʾ ʺ Ей 

ʾΣ↕ϤʺϱЦрЕʺϿ˔Э 

ʾỸ ᵓ 

ʾТжм˔ϯйрЅЮрЕ 

ʾᴃΰᴸ 

ʾ Ϥᵨ 

ʾᴸ ⌠Ϥ 

ʾ ᶨ  

ʾЩжрГϰϯᶨ  

ʾ ӽᶨ  

ʾ ᵶІЪ˔БһῨּי ʺὲῴξΨϤЂ˔ϼиχԁ ᾭ  

ʾϱрЩДϰ  

ʾ ָא ᵰχ  

͎ . ≤ χὲ

ῴ τνσ

Υϥ︡Ϥ ϙ 

͏.︡Ϥ ϙτ

ΰο ΠοΜ

ϥ ϙϞᴿ  

ʾְ֫ χ‰ ᴟʻ 

ʾ ΤΪϬΰοΜϥΥʺ◘ΞϢΞτЮрН˔Ϭ ϞδσΜʻ 

ʾ χ╥ᴥʻ 

ʾІЪ˔БТϴІГϰНиϒχ╥ᴥּיΥ όσΜʻ 

ʾІЪ˔Бᶨ χԁ ᾭ τϢϥ ᴂϬ Ӄΰο ᾦ̋ό τπΦϥϢΞσ︣ ο  ̒

ʾᶨ τ ΰθ ΥσΜʻ 

͐. ρẸ ΰο

ϞϦϥάρʺ

ϞϤθΜάρ 

ʾ χ╥ᴥϬ βθϛχᶨ ʻ 

ʾ ←ễעʻ 

ʾὲῴ℅ ᵓψ ḩἰσΨỸχ Υ╥ᴥπΦϥϢΞτβϥάρʻ 

ʾЂкрχ ӟᵰΥ╥ᴥΰϞβΨσϥᶨ ʻ 

ʾ Μο“Ϊϥᶨ ʺΪϭάΞЫиЄϴʻ 

ʾ‰ ψᾩיּ χ Υ ΜΤϣʺ◓ςϜ ϙθΜσ Ϙμο ϣϓϦϥ ʻ 

ʾ‰ χạיּ ϞνσΥϤ⌠ϤτνσΥϥᶨ ʻ 

ʾ ỲϬ Ϟΰοᶨ χ ᴥʻ 

ʾ„םᵓσςχԁᶑτʺὲῴξΨϤʺὲῴχ ήϞΚϤΥθϙΥםḇπΦϥⱢ χ

Ϟ Ѐ˔З˔χ ʻ 

ʾ„םᵓσςπὲῴχם Ϟὲῴ χᾦόΤΪʻ 

͑ . ≤ χὲ

ῴ Ϭ ϛ

ϥθϛτςχ

ϢΞσάρΥ

Τ 

ʾᶚΰΨπΦϥὲῴ Ϟ σςʺ ḺᶚΰήΥ›ϩήϥḼᵊʻ 

ʾ1 1 χӪ꜡χΰ ʻ 

ʾ בֿ ϩγʺὲῴτḩβϥ ꜡Ϭ Ϊϥάρʻ 

͒.ζχ  
ʾ τ μοˮ ˯ˮ ὲῴ ˯ˮ ἇ Φ˯ ʺ ⱧΩχ‮ ӡϬ―ӛΰ

οψςΞΤʻ 
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χГ˔Ы ̓◓ςϜτνΜο 

͍.“μοΜϥᶨ

Ϟ︡Ϥ ϙ 

ʾὲῴ χὫᴮϬᶨΤΰθ ὲḚ ʺ ὲ◙ ʻ 

ʾⱪ ẎẍẎ Ộʻ 

ʾᴨẈϙ ΪχάάϧρΤϣιχὲῴЎϴАϼʻ 

ʾІϼ˔иϸϳрЈж˔τϢϥάάϧρΤϣιχЬИ„ ʻ 

ʾІϼ˔иϸϳрЈж˔ρχ ʻ 

ʾІϼ˔иϸϳрЈж˔ʺІϼ˔иЊ˔Єаим˔ϸ˔ΤϣӪᾋϬ Ψάρʻ 

ʾᶘ χ Ԍρ Ặ ʻ 

ʾẚ χⱲḧτ χֵ ●τϢϥ ʻ 

ʾֵ ●τϢϥ Ӿ◙ ʻ 

ʾᶘ ιϢϤʾᶘẘιϢϤπ ʻ 

͎ . ≤ χὲ

ῴ τνσ

Υϥ︡Ϥ ϙ 

͏.︡Ϥ ϙτ

ΰο ΠοΜ

ϥ ϙϞᴿ  

ʾ◙ χⱲḧΥᾢϣϦοΜοʺ◙ ϬϞϤ ϦσΜʻ 

ʾ  χ ΥσϭρσΨʺ ếΰθΨσΜ πᶘ  χ ᴂΥ ΰΜʻ 

ʾ  ⱪϬ Πϥ ῐּיϞᴪ ϜἂΰΜ◘ΜϬΰοΜϥʻ 

ʾⱪ χ︠ ρЀкЗχḩἰʻ 

ʾễ◖χⱲḧΥσΜʻ 

͐. ρẸ ΰο

ϞϦϥάρʺ

ϞϤθΜάρ 

ʾ χֵ ●ρᶘ χֵ ●Υ ὀΰο Ӿ◙ ʻ 

ʾᴿ ΥψμΦϤΰσΜρ ρ ὀΰοϞϤθΜάρψ οάσΜʻ 

͑ . ≤ χὲ

ῴ Ϭ ϛ

ϥθϛτςχ

ϢΞσάρΥ

Τ 

ʾᴪ ρᶘ ρχνσΥϤʻ 
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Ũ  

 

 

 Ὦ  ᵓ ṳ      

͒ 11Ὦ13ˢ ˣ˙ 

͒ 12Ὦ͎ ˢὮˣ 

≤ ὲῴʾ ᶨ τḩβϥ 

ϯрϾ˔Е ₰ 
 

͓ ͔Ὦ25 ˢὮˣ ͍ᵕ ≤ ὲ ├ Ẹṳᵓ 

͑ṍὓᵊ├ τἰϥϯ

рϾ˔Е ₰ὫᴮτνΜ

ο 

͐ṍὓᵊχᾁ Ὣᴮτ

νΜο 

͑ṍὓᵊχ ΰ τν

Μο 

͓ ͔Ὦ25 ˢὮˣ ͍ᵕ ПϯзрϽ 
ᶆ χὲῴτḩβϥ︡

Ϥ ϙϞᴿ χ Φ︡Ϥ 

͓ ͕Ὦ24 ˢ ˣ ͎ᵕ ПϯзрϽ 
ᶆ χὲῴτḩβϥ︡

Ϥ ϙϞᴿ χ Φ︡Ϥ 

͓ 12Ὦ16 ˢᴲˣ ͎ᵕ ≤ ὲ ├ Ẹṳᵓ ͑ṍὓᵊӛτνΜο 

͔ ͍Ὦ͕ ˢỲˣ˙ 

͔ ͍Ὦ30 ˢỲˣ 
ОУзАϼЀЮрЕˢӪᾋ῝ ˣ  

͔ ͏Ὦ͎ ˢὮˣ ͏ᵕ ≤ ὲ ├ Ẹṳᵓ 
͑ṍὓᵊχ τνΜ

ο 
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ũ  

昭和56年１月13日規約第１号 

改正 

昭和63年７月５日告示第56号 

平成６年６月28日規約第１号 

平成10年４月１日規約第１号 

平成12年５月11日規約第３号 

平成20年７月31日規約第１号 

松崎町保健対策推進協議会規約 

（目的） 

第１条 松崎町民の健康づくりに対する意識の高揚をはかるため、関係機関、団体等が相互に緊

密な連絡を保ち、総合的かつ効果的な健康づくり対策を樹立し、これを推進することを目的とす

る。 

（名称） 

第２条 この協議会は、松崎町保健対策推進協議会（以下「協議会」という。）という。 

（事務局） 

第３条 この協議会は、事務局を松崎町役場健康福祉課におき、事務を処理する。 

（業務） 

第４条 この協議会は、次に掲げる事業を協議する。 

(１) 健康づくりを推進するための基本的事項 

(２) 健康づくりを推進するための事業計画、内容等総合調整に関する事項 

(３) その他健康づくりの推進に関し必要な事項 

（組織） 

第５条 この協議会は、会長及び副会長ならびに委員若干名をもって組織する。 

２ 会長及び副会長は、委員の互選とする。 

３ 委員は、次に掲げる者のうちから町長が委嘱又は任命する。 

(１) 賀茂健康福祉センター医監兼賀茂保健所長 

(２) 松崎町医師、歯科医師代表者 

(３) 松崎町小、中学校長会代表者 

(４) 松崎町保健衛生関係団体代表者 

(５) 松崎町女性団体代表者 

(６) 松崎町食生活改善団体代表者 

(７) 学識経験者 

(８) 松崎町保健委員代表 

(９) 松崎町区長代表 

４ 委員の任期は、２年とする。ただし、補充による場合の任期は、前任者の残任期間とする。 
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（会議） 

第６条 この協議会の会議は、委員会とする。 

２ 会議は、会長が招集し、会長が議長となる。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、会長の職務を代理す

る。 

（推進部会） 

第７条 この協議会に推進部会を置くことができる。 

２ 推進部会は、協議会の付託を受けた事務事業を所管する。 

３ 推進部会の構成員並びに運営については別に定める。 

（補則） 

第８条 前各条に定めるもののほか、この協議会の運営について必要な事項は、委員会で協議し

て定める。 

附 則 

この規約は、昭和56年１月１日から施行する。 

附 則（昭和63年７月５日告示第56号） 

この規約は、公布の日から施行し、昭和63年６月13日から適用する。 

附 則（平成６年６月28日規約第１号） 

この規約は、平成６年７月１日から施行する。 

附 則（平成10年４月１日規約第１号） 

この規約は、公布の日から施行し、平成10年４月１日から適用する。 

附 則（平成12年５月11日規約第３号） 

この規則は、公布の日から施行し、平成12年４月１日から適用する。 

附 則（平成20年７月31日規約第１号） 

この規約は、公布の日から施行する。 
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Ū ≠╢  

 

♃   

ḧ   ᵎ ὲῴ ♅ЈрЌ˔ Ӻḗέ ὲ  

   Ӻ◖ ˢ ӺԚˣ 

  Ṇ   ⱦᴬӺ◖ ˢ  ⱦᴬӺԚˣ 

₪    ᶘ  ˢ ≤ ᶘ   ˣ 

ᵓזּ    ♅Ẹṳᵓᵓ  

 ЎВи  ΪϭάΞ ᵓᵓ  

╦  Ί   ІЪ˔БẸᵓᵓ  

ᴒ ◓  ὲӦԌᵓᵓ  

₪  ḵ   Ỹ ᵓ ˢḵᴬʾ╣֦ ỸỸ ˣ 
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ū  

 

˲Κ“˳ 

ӂ  

ӂ χάρπʺ⇔ ΥᴡϣΤχᾖԍπ Ӱΰο Ϭ Ϊʺ Ӥχ σ Ϭ ᵗβϥϜχ

ϬᾠΜϘβʻΥϭϞ ΥάϦτ ϤϘβʻ 

Ϸ˔жиТйϱи 

ῢχṐ χὲ σ ρῢχṐ ᴞρχḧτΚϥ πβʻῢ‘Ṑ χ ᴞψ χṐ ᴞτ

νσΥϤʺ♂ зІϼϬ‰ϛϘβʻ 

˲Τ“˳ 

Ặ  

ϙϭσπԁ τ ϬӤϙʺ ⱧϬᶚΰϚάρπβʻ 

Ͽ˔ЕϺ˔О˔ 

χ ρϜᾦωϦοΣϤʺꜛ╙χḾᾑϬꜘβЂϱрτṓξΦʺ ϬΤΪϥσςʺ σ◦כτν

σΫϥ ᶤϬ Ξ χάρπβʻ 

ὲῴ  

ͬͤ͝Υ ΰθ ΰΜ◙ πʺˮ ὲῴ χ π ᶨΥ ᾢήϦϥάρσΨ ᶨπΦϥṍḧ˯

ρ ṰήϦϘβʻ 

ὲῴ  

ὲῴ χט ʾ ᶨχלχΰ ⁯ᾝχθϛχם ֫ ˮὲῴ 21˯χ ṁ πΚϤʺ⁯ χ

ὲῴχ χ › σ Ϭ ϥθϛχṁ πβʻ 15 ͑Ὦτ☼“ήϦϘΰθʻ 

ὲῴ 21s ╣ⱳˣ 

͒ ͐ὮΤϣІЌ˔Еΰθ ͑ⱳ⁯ ὲῴξΨϤπβʻˮ ֵ ʾ ᶨ˯ˮ ᶨ ʾ֫ ˯ˮ Ẉ

ʾ ˯ˮ Ԑ ˯ˮ ṹנ˯ˮ ⱦʾῢ‘χὲῴ˯ˮ Υϭ˯ˮ ḕṀ ˯ˮ ˯ˮ COPD˯χ10 τν

Μοʺ βϓΦ ϬἿΫοΜϘβʻ 

₃ ΰϡΞ  

₃χ НжрІΥךּ Ϧʺ₃Ἱ ϢϤϜ₃ ᵗΥ ᵕϥ Υ Φʺ₃ΥϜϧΨσμθ χάρ

πβʻ  
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˲ή“˳ 

͙ͤͥ͘
Є˔Ϸ˔С˔Дϰ˔

 

ˮChronic Obstructive Pulmonary Disease˯χ πʺ ⅍ σנḆχάρπβʻθωάχכ

ς χẊ τϢϤ ׂ ᴂΥ ΜθὫᴮʺ ᵗήϦθ ρ ΠθθϭσςτϢμοṓ ₵ΥΣ

άϤϞβΜ πβʻ 

Ӱל♦  

♦ ϞЀйІГк˔иσςχ♦ל τӰךּ ϬΦθΰθ πβʻˮ ‰♦Ὤ Τ˯ϣ2007τ

ΥᵠϛϣϦϘΰθʻ ‌ᴟχ︠ σḾᾑԍ◓πΚϤʺ βϦω ⅍Ϟ Ừ ⅍σςχ

‌ᴟ  ḆϬϘφΨᾖԍρσϤϘβʻכ

ⱦ  Ḇכ

ⱦῧ χ⇔ửτϢϥḇ πβʻⱦϬ◦Πϥ₃Ϟⱦ ˢⱦΩΦˣ χⱦχⱦ Υ ήϦϥ ṓ

πʺ ‰ χⱦϬﬞΞᾖԍχ Ϭ ϛϘβʻṹנτϢϤӂᴟΰʺϘθʺ ʺ₃ ΰϡΞ ʺ

▀ʺ ⱪ ▀ ρⱦ Ḇρχḩכ ϜᾠϩϦοΜϘβʻⱦ ψ Ṱ῎πβʻΤνοψʺⱦ

ˢΰζΞχΞϧΞˣρϜᾦϭπΜϘΰθʻ 

ṹנ 

ˢθωάχᴲχνΜθנ Τϣ κ Υϥנˣρᾦ ΥẊμοיּנˢṹנ Φ ΰθנˣρ

Υᶈ╩ΰο₤ίμθנϬẊϩήϦοΰϘΞʺΚϥΜψẊϩδοΰϘΞάρπβʻθωάϬẊϩσΜ

πϜʺὋ σ ṹנτϢϤὲῴֲốΥ ΰϘβʻ 

Ӿ 

Φϥ πχṁ πΚμοʺ Ӿʾ Ӿʾ Ӿχṁ ρσϥϜχπΚϤʺ ˑσὊᾓϬ αοˮ ˯

τḩβϥ ꜡ρˮ ˯Ϭ βϥ Ϭ ΰʺὲ σ ᶨϬםᾝβϥάρΥπΦϥ ḧϬӾοϥά

ρπβʻ 

 Ḇכ

Ừ ⅍ʺỉ ρΜμθ χ ṓχ πΚϤʺ╣ ᶨ Ḉ χϋρντσμοΜϘβʻ 

Њ˔ЄаиϺаСЌи 

Ɫ Ϟ Ɫ σςρ ϐ ΰΜᵵ πΚϤʺ ˑχẸ “ Ϭᶨ τβϥάρτϢμοʺ

Ϟṛ ρΜμθּזᵓχ῟ Ϭ‰ϛϥ χ Ϭ ΜθϜχπβʻ 

˲θ“˳ 

ὲ ˢ ὲῴ ₰ˣ 

χ♂ ᾖԍχ ӟ Ϭ ϛϥ ᶨ Ḉ χ χθϛτʺ40⅞Τϣ74⅞Ϙπχ Ϭ

τʺЮЌЩзАϼЄрЖк˔Эτ ΰθ ₰‮ πם☼βϥὲ χάρπβʻ 

ὲ◙  

ὲ χὫᴮΤϣʺ ᶨ Ḉ χ зІϼΥ‰Ψʺ ᶨ Ḉχᵠ τϢϥ ᶨ Ḉ χ ῟

ᴮΥ ΦΨṍ πΦϥ τ ΰοʺӺ ᾑּיΥ“Ξ Ṑ Ϊ◦כϞ ớ  χάρπβʻכ◦
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˲σ“˳ 

 

ˑσ ṓτϢϤʺ χ Ὂ⇔ χ ΦΥ ˑτᾚ ΰʺ Ṑ ˢṜᴓʺ σςˣΥ ᴞΰ

οʺ ᶨτ◦ Ϭ ΰθ χάρπβʻ‰ ᴟּזᵓτ Μʺ ρ ήϦϥ Ϝ ᴥΰο

ΜϘβʻ 

ὬḚכḆ 

ΨϜ ᴞʺ ⅍ʺ ὬρΜμθ χ ṓχ πΚϤʺ╣ ᶨ Ḉ χϋρνπβʻ 

˲ψ“˳ 

͗͢͞ 

ˮBody Mass Index˯χ πʺ Ϭ β◙ ρΰο⁯∑ τ ΜϣϦοΜϥ ᶊ◙ πβʻ˦

ˢ ˣ˧ ˸˦ ˢmˣχ͎ ˧π▄ ήϦϥ πβʻ ᶘᵓχ ϛθṁ πψʺ18.5Υ

ˮ ˢϞδˣ˯ʺ18.5ӟ 25.0Υˮ ˯̋ 25.0ӟ Υˮ ˯ρήϦοΜϘβʻ 

˲Ϙ“˳ 

ϘνίΦὲῴЫϱй˔ЅⱧỘ 

χὲῴξΨϤϬ βϥθϛτʺᾉρẸ ΰο“μοΜϥⱧỘπβʻ ˑχ֫ Ϟ Ⱨσςχ

ᶨᵠ Ϟʺὲῴ χ ʺὲῴ„℅ϞІЪ˔БễעʺЩжрГϰϯσςχּזᵓ╥ᴥσςʺ πὨ

ΰθὲῴξΨϤЮИв˔Ϭ“μθ Υ Ϭ ΪϣϦϘβʻ 

ЮЌЩзАϼЄрЖк˔Э 

τ‰Ὤӊʾ‰Ὤ ʾ♦ל Ӱךּ Υ ϙ›ϩήϥάρτϢϤʺ Ϟ σςτσϤ

ϞβΜ πβʻ 

˲ϣ“˳ 

жϱТЀ˔ІϯФк˔Ў 

ⱪṍΤϣ‰ ṍτ♩ϥϘπ χ ᵶϬὊⱲ τ Πʺ ṍΤϣ σὲῴḚ Ϭ“Ξάρπ

χὲῴϬӲⱱβϥθϛχ―Π χάρπβʻ 

жϱТІГ˔Ѕ 

χԁ Ϭ Ϟ ρσϥ Ⱨσςπ ᵬỸ ΰθϜχπβʻᶆжϱТІГ˔Ѕτᴂαθὲῴ

ξΨϤτ︡Ϥ ϚάρΥ ᵶχὲῴτνσΥϤϘβʻ 
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